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研
究
論
文
石
の
夢
、
土
の
夢
─
鉱
物
を
め
ぐ
る
科
学
文
化
論
（
二
）
奥
　村
　大
　介
A
bstract
：
T
his	paper	review
s	cultural	history	of	m
inerals.	T
he	m
aterials	
stim
ulate	our	im
agination.	Gaston	Bachelard,	a	French	philosoper,	
called	it	the	m
aterial	im
agination.	W
e	reveal	how
	it	w
orks	on	
im
ages	of	m
inerals.
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イ
マ
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想
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力
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と
変
化
３
　
石
の
想
像
力
Ⅱ
─
生
命
と
死
４
　
大
地
の
夢
想
と
思
想
地
の
底
を
ま
さ
ぐ
っ
て
、
そ
の
懐
に
抱
か
れ
れ
ば
、
ど
ん
な
苦
労
も
忘
れ
去
る
、
そ
れ
で
こ
そ
大
地
の
主
さ
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
『
青
い
花
』1
鉱
物
・
植
物
・
動
物
　
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
文
学
的
夢
想
の
な
か
で
、
鉱
物
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
ホ
フ
マ
ン
の
手
に
な
る
物
語
に
、石
化
屍
体
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
、
そ
し
て
〈
死
の
鉱
物
〉
と
い
う
観
念
を
見
出
し
た
。
ホ
フ
マ
ン
と
並
ん
で
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
鉱
物
神
秘
主
義
を
体
現
す
る
作
家
と
し
て
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
（N
ovalis,	1772-1801
）
の
名
を
外
す
こ
と
は
で
き
ま
い
。
こ
の
夭
折
の
詩
人
は
、
イ
ェ
ナ
大
学
や
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
大
学
で
法
学
・
哲
学
な
ど
修
め
た
の
ち
、
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
（Freiberg
）
の
鉱
山
学
校
に
入
学
し
て
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
2
に
師
事
し
、
鉱	
山
学
・
地
質
学
を
学
ん
で
い
る
。
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
鉱
山
学
校
3
は
一
七
六
五
年
に
（
本
号
）
４
　
大
地
の
夢
想
と
思
想
５
　
結
晶
６
　
物
質
の
理
論
＝
観
照
の
た
め
に
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4	
今
泉
文
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九
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友
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以
下
、
本
作
品
か
ら
の
引
用
箇
所
は
断
章
番
号
で
示
す
。
7	
断
章
一
六
八
。
8	
断
章
一
一
八
。
9	
断
章
一
六
七
。
10	N
ovalis,	«	H
einrich	von	O
fterdingen	»,	op.	cit.,	S.	211.	
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
『
青
い
花
』、
前
掲
全
集
第
三
巻
、
一
五
四
頁
。
11	
さ
き
に
紹
介
し
た
レ
ー
マ
ン
は
『
金
属
の
形
成
と
そ
の
母
胎
あ
る
い
は
鉱
山
に
つ
い
て
』（D
e	la	form
ation	des	m
étaux	et	de	leurs	m
atrices	ou	m
inières,	Paris,	1759
）
と
い
う
著
作
で
、
大
地
の
奥
深
く
金
属
が
産
す
る
様
を
子
宮
な
い
し
は
母
胎
（m
atrice
）
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
論
じ
て
い
る
。
石の夢、土の夢　（2）
設
立
さ
れ
た
世
界
最
初
の
鉱
山
学
専
門
教
育
機
関
で
あ
り
、
地
質
学
・
冶
金
学
・
数
学
・
物
理
学
・
鉱
山
技
術
な
ど
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
こ
の
学
校
で
、
当
時
の
最
新
科
学
知
識
で
あ
る
ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ニ
電
気
説
、
フ
ロ
ギ
ス
ト
ン
理
論
、
リ
ッ
タ
ー
電
気
化
合
論
な
ど
を
学
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
近
代
科
学
黎
明
期
の
学
説
は
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
研
究
者
の
今
泉
文
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
ポ
エ
ジ
ー
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
、
胎
動
す	
る
未
熟
こ
そ
が
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
喚
起
す
る
力
を
も
つ
4
」
の
で
あ
っ
た
。
三
十
年
に
満
た
な
い
短
い
生
涯
の
な
か
で
、
こ
の
詩
人
鉱
山
技
師
の
残
し
た
著
作
の
随
所
に
、
鉱
物
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
若
い
科
学
0
0
0
0
が
生
み
出
し
た
幻
想
と
神
秘
的
な
思
想
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
『
ザ
イ
ス
の
学
徒
た
ち
』（D
ie	Lehrlinge	
zu	Sais,	1802
）
の
語
り
手
に
託
し
て
述
べ
て
い
る
。「
岩
石
は
、
ぼ
く
が
話
し
か
け
る
と
き
、
か
け
が
え
の
な
い
友
と
な
り
は
し
な
い
か
5
。」
彼
の
作
品
の
多
く	
は
、
鉱
物
と
の
対
話
が
織
り
な
し
た
テ
ク
ス
ト
と
い
っ
て
よ
い
。
彼
は
端
的
に
述
べ
る
。「
石0
と
物
質
0
0
は
至
高
の
も
の
で
あ
る
6
〔
…
〕。」
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
自
然
観
で
は
、
石
は
自
然
界
の
理
念
形
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
植
物
や
動
物
、
そ
し
て
人
間
が
定
義
さ
れ
る
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
に
あ
っ
て
、
存
在
の
大
連
鎖
に
お
け
る
自
然
の
三
界
の
秩
序
、
つ
ま
り
人
間
に
つ
い
で
動
物
界
が
最
も
高
い
位
置
に
あ
り
、
植
物
界
、
鉱
物
界
と
い
う
順
に
価
値
が
低
い
も
の
と
さ
れ
る
存
在
系
列
は
逆
転
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
植
物
は
死
せ
る
石
で
あ
る
。
／
動
物
─
死
せ
る
植
物
7
。」
そ
し
て
、「〔
…
〕
人
間
は
本
来
的
な
混
沌
0
0
で
あ
る
8
。」「〔
…
〕
人
間
は
結
局
、
大
地
が
最
後
に
生
ん
だ
地
層
に
す
ぎ
な
い
9
〔
…
〕。」
人
間
は
自
然
界
に
も
っ
と
も
最
後
に
現
れ
た
、い
わ
ば
自
然
史
の
新
参
者
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
こ
こ
に
あ
る
。
そ
し
て
、人
間
は
地
球
の
も
っ
と
も
上
層
に
位
置
す
る
一
番
新
し
い
地
層
で
あ
る
、
と
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
鉱
物
論
的
世
界
観
に
お
い
て
は
、
い
わ
ば
人
間
も
一
種
の
鉱
物
な
の
で
あ
る
。
地
霊
　
人
間
が
鉱
物
で
あ
れ
ば
、
鉱
物
も
ま
た
人
間
や
動
物
の
よ
う
に
生
命
を
備
え
、
大
地
の
深
奥
で
胎
生
0
0
す
る
と
い
う
の
が
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
石アント
ロ
ポ
モ
ル
フ
ィ
ス
ム
人
同
型
論
で
あ
る
。
「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。〔
…
〕
ま
だ
聞
い
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
胎
児
が
大
地
の
砦
の
な
か
で
う
ご
め
き
、
暗
い
胎
内
の
火
に
焼
か
れ
て
、
強
い
霊
力
を
も
つ
巨
大
な
も
の
へ
と
育
っ
て
い
く
だ
な
ん
て
10
。」
こ
こ
に
は
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ	
ス
の
鉱
物
思
想
の
す
べ
て
が
要
約
さ
れ
て
い
る
。
大
地
の
奥
深
く
育
つ
鉱
物
の
胎
児
。
大
地
は
石
を
生
み
育
て
る
子
宮
で
あ
る
11
。
そ
し
て
、
地
の
内
部
に
は
根
源
　159
12	
ゴ
オ
ー
、
前
掲
書
、
第
九
章
参
照
。
13	
前
号
掲
載
、
本
稿
第
２
節
参
照
。
14	
今
泉
、
前
掲
論
文
、
五
〇
頁
。
15	
仏
語
で
は	l’esprit	de	la	terre	
と
訳
す
る
場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
・
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
（Gérard	de	N
erval,	1808-1855
）
の
仏
訳
に
な
る
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』（Johann	
W
olfgang	von	Goethe,	 Faust,	tr.	par	N
erval,	Paris:	Garnier,	1877
）
を
参
照
。
16	
ゲ
ー
テ『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』第
一
部
、五
〇
四
行
。
大
地
に
ま
つ
わ
る
霊
魂
的
存
在
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
け
ば
、ギ
リ
シ
ア
神
話
の
地
母
神
ガ
イ
ア（Gaia
）、ロ
ー
マ
神
話
の
大
地
女
神
テ
ル
ス（T
ellus
）
と
い
っ
た
人
格
的
な
地
神
の
ほ
か
に
、
ラ
テ
ン
語
で
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
（genius	loci
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
も
日
本
語
で
は
「
地
霊
」
と
訳
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
特
定
の
場
所
と
結
び
つ
い
た
精
霊
の
よ
う
な
存
在
で
、
抽
象
的
な
大
地
（
あ
る
い
は
地
球
）
の
霊
を
意
味
す
る
エ
ル
ト
ガ
イ
ス
ト
と
は
性
質
が
異
な
る
。
む
し
ろ
、
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
は
、
た
と
え
ば
新
プ
ラ
ト
ン
派
の
哲
学
者
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
（Jam
blique	de	Chalcis,	v.240-v.325
）
が
『
エ
ジ
プ
ト
人
の
秘
儀
に
つ
い
て
』（Les	M
ystères	d'Égypte
）
で
語
る
、
特
定
の
場
所
に
守
護
者
と
し
て
割
り
与
え
ら
れ
た
ダ
イ
モ
ー
ン
な
ど
に
近
い
。
現
代
で
も
都
市
工
学
や
建
築
の
用
語
と
し
て
、
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
は
「
或
る
土
地
（
あ
る
い
は
空
間
・
建
築
）
の
も
つ
特
有
の
雰
囲
気
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
次
の
文
献
を
参
照
。Christian	N
orberg-Schulz,	Genius	loci,	M
ilano:	Electa,	1979.	
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ノ
ル
ベ
ル
グ=
シ
ュ
ル
ツ
『
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
』（
加
藤
邦
男
・
田
崎
祐
生
訳
）、
住
ま
い
の
図
書
館
出
版
局
／
星
雲
社
、
一
九
九
四
年
。
17	N
ovalis,	«	H
einrich	von	O
fterdingen	»,	op.	cit.,	S.	265.	
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
『
青
い
花
』、
前
掲
全
集
第
三
巻
、
二
一
四
頁
。
18	
同
書
、
一
三
四
頁
。
19	
こ
の
親
方
の
名
前
は
、
明
ら
か
に
水
成
論
の
地
質
学
者
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（3）　国際経営論集　No.59　2020
的
な
熱
が
あ
り
12
、
胎
児
を
は
ぐ
く
む
。
こ
こ
に
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
が
述
べ
る
、
岩
石
に
形
を
与
え
成
長
さ
せ
る
大
地
の
魂
の
働
き
と
い
う
概
念
の
遠
い
反
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
13
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
著
作
に
親
し
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
14
。
な
お
、
ド
イ
ツ
の
文
学
で
は
伝
統
的
に
、
こ
う
し
た
大
地
の
魂
を
エ
ル
ト
ガ
イ
ス
ト
（der	Erdgeist
）
と
呼
ん
で
き
た
15
。
こ	
れ
は
通
常
「
地
霊
」
と
訳
さ
れ
、
ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
で
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
が
呼
び
出
す
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
エ
ル
ト
ガ
イ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
こ
で
地
霊
は
生
と
死
を
司
る
存
在
で
あ
る
と
自
ら
語
っ
て
い
る
16
。
鉱
物
と
労
働
　
さ
て
、
鉱
山
学
校
を
出
た
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
一
八
一
〇
年
、
ヴ
ァ
イ
セ
ン
フ
ェ
ル
ス
（W
eißenfels
）
の
製
塩
所
を
監
督
す
る
鉱
山
官
、
つ
ま
り
岩
塩
を
採
掘
す
る
鉱
山
の
技
官
と
な
っ
た
。
さ
き
に
引
い
た
『
ザ
イ
ス
の
学
徒
た
ち
』
や
、
通
称
『
青
い
花
』
と
い
う
題
で
知
ら
れ
て
い
る
未
完
の
小
説
『
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』（H
einrich	von	O
fterdingen,	1802
）
は
ヴ
ァ
イ
セ
ン
フ
ェ
ル
ス
在
職
中
に
書
か
れ
た
。『
青
い
花
』
で
は
、
若
き
詩
人
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
夢
に
見
た
青
色
の
花
を
探
し
求
め
て
各
地
を
遍
歴
す
る
。
こ
の
物
語
で
も
ま
た
、
鉱
物
界
に
理
想
を
も
と
め
る
自
然
観
が
随
所
に
み
て
と
れ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
訪
れ
た
或
る
宮
殿
の
庭
園
は
、樹
木
や
植
物
が
す
べ
て
鉱
物
化
さ
れ
て
い
る
。
「
も
っ
と
も
み
ご
と
だ
っ
た
の
が
、
宮
殿
前
の
大
き
な
広
場
に
あ
る
庭
園
で
、
金
属
の
樹
と
水
晶
の
草
花
を
植
え
こ
ん
だ
そ
の
庭
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
宝
石
の
花
と
果
実
が
ま
き
散
ら
さ
れ
た
よ
う
だ
っ
た
17
。」
そ
し
て
、
立
派
な
詩
人
に
な
り
た	
い
と
願
う
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
あ
こ
が
れ
る
の
は
鉱
夫
で
あ
る
。
鉱
夫
は
「
岩
石
と
真
剣
に
黙
々
と
取
り
組
み
な
が
ら
、
天
の
恵
み
を
受
け
現
世
と
そ
の
悩
み
を
悦
ば
し
く
乗
り
越
え
る
18
」
職
業
だ
。
旅
先
で
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、か
つ
て
鉱
夫
で
あ
っ
た
と
い
う
老
人
に
出
会
う
。
老
人
は
若
き
日
に
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
と
い
う
親
方
の
も
と
で
鉱
夫
修
業
を
し
た
19
。
老
人
は
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
に
語
る
。「
鉱
山
の
仕
事
は
、
ま
ち
が
い
な
く
神
の
祝
福
に
あ
ず
か
っ
て
い
ま
す
。
鉱
山
の
仕
事
ほ
ど
、
幸
せ
と
気
158　
20	N
ovalis,	«	H
einrich	von	O
fterdingen	»,	op.	cit.,	S.	199.	
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
『
青
い
花
』、
前
掲
全
集
第
三
巻
、
一
三
八
頁
、
強
調
引
用
者
。
21	Bachelard,	La	psychanalyse	du	feu,	Paris,	1938.	
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
『
火
の
精
神
分
析
』（
前
田
耕
作
訳
）、
せ
り
か
書
房
、
一
九
六
九
年
、
七
九
頁
。
22	N
ovalis,	«	H
einrich	von	O
fterdingen	»,	op.	cit.,	S.	324.	
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
『
青
い
花
』、
前
掲
全
集
第
三
巻
、
二
八
一
頁
。
23	Cf.	
今
泉
文
子
、
前
掲
論
文
、
三
四
頁
。
24	Bachelard,	La	terre	et	les	rêveries	de	la	volonté,	op.	cit.	
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
『
大
地
と
意
思
の
夢
想
』、
前
掲
訳
書
。
25	Bachelard,	La	terre	et	les	rêveries	de	la	volonté,	ch.	X
.
26	H
egel,	D
ie	N
aturphilosophie,	1817,	1827,	1830.	
ヘ
ー
ゲ
ル
『
自
然
哲
学
』（
加
藤
尚
武
訳
）、
ヘ
ー
ゲ
ル
全
集
２
ａ
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
二
九
二-
二
九
三
頁
（
§317
）。
石の夢、土の夢　（4）
高
さ
を
も
た
ら
し
、
神
の
叡
智
と
摂
理
へ
の
信
仰
を
め
ざ
め
さ
せ
、
け
が
れ
の
な
い
子
供
の
よ
う
な
心
を
保
っ
て
く
れ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
鉱
夫
は
貧
し
く
生
ま
れ
、貧
し
く
死
ん
で
い
き
ま
す
。
鉱
物
の
力
が
み
つ
か
る
場
所
を
知
り
、
鉱
物
を
白
日
の
も
と
に
運
び
出
せ
れ
ば
満
足
で
、
そ
の
ま
ば
ゆ
い
輝
き
に
澄
ん
だ
心
が
ぐ
ら
つ
く
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
商
品
と
な
っ
た
鉱
物
な
ど
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
鉱
夫
0
0
に
は
な
ん
の
魅
力
も
持
ち
え
な
い
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
20
。」
地
の
奥
深
く
眠
る
鉱
物
結
晶
は
大
地
の
星	
辰
で
あ
る
。
地
下
の
星
々
を
探
し
求
め
る
鉱
夫
は
「
逆
さ
ま
の
占
星
術
師
」
で
あ
る
と
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
は
述
べ
て
い
る
21
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
ロ
マ
ン
的
世
界
観
の
な
か
で
は
、
鉱
物
は
星
辰
の
対
応
物
で
あ
る
。
い
わ
く
、「
星
空
と
い
う
鉱
物
界
の
円
天
井
22
」。
特
定
の
岩
石
を
鉱
石
（
有
用
金
属
を
産
す
る
石
）
と
称
し
、
卑
金	
属
と
貴
金
属
と
を
区
別
し
、
稀
少
で
見
栄
え
の
す
る
結
晶
だ
け
を
宝
石
と
呼
ぶ
よ
う
な
価
値
観
か
ら
鉱
夫
は
縁
遠
い
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
『
青
い
花
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
八
〇
二
年
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
を
す
で
に
経
験
し
、
資
本
主
義
社
会
へ
と
足
を
踏
み
出
す
の
が
こ
の
時
期
で
あ
る
。
同
じ
頃
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
社
会
思
想
家
サ
ン
＝
シ
モ
ン
（Claude-H
enri	de	Rouvroy,	
com
te	de	Saint-Sim
on,	1760-1825
）が『
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
人
へ
の
手
紙
』（Lettre	
d’un	habitant	de	Genève	à	ses	contem
porains,	Paris,	1803
）
で
労
働
と
（
今
日
の
言
葉
で
い
え
ば
）
疎
外
を
論
じ
、
十
六
年
後
に
ド
イ
ツ
で
は
マ
ル
ク
ス
（K
arl	H
einrich	M
arx,	1818-1883
）
が
世
に
生
を
享
け
る
23
。
時
代
は
天
上
や
地
下
に
広
が
る
豊
か
な
物
質
0
0
の
世
界
を
捨
て
、
地
上
に
現
れ
た
商
品
0
0
の
世
界
を
唯
一
の
も
の
と
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
ふ
た
た
び
、
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の
言
葉
を
引
こ
う
。「
金
銭
が
わ
れ
わ
れ
を
社
会
的
に
強
者
た
ら
し
め
る
の
に
対
し
て
、
宝
石
は
わ
れ
わ
れ
を
夢
の
世
界
の
強
者
た
ら
し
め
る
。
24
」
６
　
結
晶
火
、
水
、
大
地
、
大
気
さ
え
も
、
結
晶
し
た
石
の
な
か
に
夢
を
み
に
お
と
ず
れ
る
。
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
『
大
地
、
そ
し
て
意
志
の
夢
想
』25
形
態
は
、
結
晶
と
し
て
は
、
直
接
的
に
透
明
で
あ
る
。
天
体
が
、
自
立
し
た
も
の
と
し
て
は
、
直
接
的
に
光
で
あ
っ
た
よ
う
に
。
ヘ
ー
ゲ
ル
『
自
然
哲
学
』26
結
晶
学
の
レ
ッ
ス
ン
　
鉱
物
の
も
っ
と
も
純
粋
な
0
0
0
形
は
〈
結
晶
〉
で
あ
る
。
固
体
物
質
は
化
学
的
に
純
化
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
整
然
と
し
た
原
子
配
列
が
目
視
で
き
る
構
造
に
拡
大
投
影
さ
れ
、
規
則
正
し
い
反
復
構
造
を
現
わ
す
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
結
晶
だ
。
本
章
で
は
、
結
晶
が
想
像
力
の
歴
史
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
て
き
た
か
を
眺
め
て
み
た
い
。
こ
の
観
念
史
の
旅
程
の
な
か
で
、
結
晶
が
化
学
的
な
意
味
に
お
い
て
　157
27	
砂
川
一
郎
『
結
晶
』、
共
立
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
ま
え
が
き
。
28	A
lan	H
olden	and	Phylis	Singer,	Crystal	and	Crystal	Grow
ing,	N
ew
	Y
ork:	D
oubleday,	1960.	
ホ
ー
ル
デ
ン
＆
シ
ン
ガ
ー
『
結
晶
の
科
学
』（
崎
川
範
行
訳
）、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
〇
年
、
二
〇-
二
一
頁
。
29	
前
号
掲
載
、
本
稿
第
３
節
参
照
。
30	D
iderot	et	d’A
lem
bert	(éds.),	Encyclopédie,	ou	D
ictionnaire	raisonné	des	sciences,	des	arts	et	des	m
étiers,	17	vols,	Paris,	1751-72,	art.	«	Crystal	».
31	Ém
ile	Littré,	D
ictionnaire	de	la	langue	française,	4	vols,	Paris,	1863-73,	art.	«	Cristal	».
（5）　国際経営論集　No.59　2020
の
み
な
ら
ず
、
美
的
な
意
味
に
お
い
て
も
、
倫
理
的
な
意
味
に
お
い
て
も
、
物
質
の
も
っ
と
も
純
粋
な
姿
で
あ
る
所
以
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
　
結
晶
と
い
う
語
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
葉
で
は
、krustallos
（
希
）、crystallus
（
羅
）、cristal
（
仏
）、cristallo
（
伊
）、K
ristall
（
独
）、crystal
（
英
）
と
い	
う
言
い
方
を
し
、
使
わ
れ
た
時
代
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
振
れ
幅
を
も
っ
た
意
味
の
違
い
を
示
す
。
ま
ず
は
、
現
代
の
結
晶
学
の
代
表
的
教
科
書
の
定
義
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
「
結
晶
と
は
、
無
機
、
有
機
、
生
物
界
、
無
生
物
界
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
変
的
に
存
在
す
る
周
期
性
、
異
方
性
を
も
つ
構
造
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
固
体
で
あ
る
27
。」
「〔
…
〕
規
則
正
し
く
繰
り
返
さ
れ
た
秩
序
を
〈
結
晶
性
〉
と
呼
ぶ
。
結
晶
性
を
も
つ
も
の
は
す
べ
て
単
一
の
結
晶
か
ま
た
は
結
晶
の
集
合
で
あ
る
。
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
固
体
は
結
晶
で
あ
り
、
例
外
は
稀
で
あ
る
28
。」
　
つ
い
で
、
こ
の
言
葉
の
時
代
的
な
意
味
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
二
つ
の
辞
典
の
記
述
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
一
つ
め
は
、
哲
学
的
デ
ィ
ア
ロ
ー
グ
『
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
夢
』29
の
な
か
で
「
石
が
感
じ
て
な
ぜ
い
け
な
い
？
」
と
述
べ
て
い	
た
デ
ィ
ド
ロ
と
「
そ
れ
は
考
え
に
く
い
ね
」
と
応
じ
て
い
た
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
が
編
纂
し
、
同
時
代
の
多
く
の
知
識
人
が
執
筆
し
た
『
百
科
全
書
』（Encyclopédie,	
ou	D
ictionnaire	raisonné	des	sciences,	des	arts	et	des	m
étiers,	17	
vols,	1751-72
）。
二
つ
め
は
、
十
九
世
紀
に
エ
ミ
ー
ル
・
リ
ト
レ
（Ém
ile	Littré,		
1801-81
）
が
編
纂
し
た
『
フ
ラ
ン
ス
語
辞
典
』（D
ictionnaire	de	la	langue	
française,	4	vols,	Paris,	1863-73
）
で
、
こ
れ
は
現
代
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も
っ
と
も
権
威
あ
る
分
冊
国
語
辞
書
の
一
つ
で
あ
る
。
　
ま
ず
、『
百
科
全
書
』
の
定
義
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。「
結
晶
（CRY
ST
A
L,	
CRY
ST
A
U
X
）
あ
る
い
は
結
晶
作
用
（CRY
ST
A
LLSA
T
IO
N
S
）（H
ist.	nat.		
M
in
）　
博
物
学
に
お
い
て
結
晶
（crystal,	crystaux
）
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
自
ず
か
ら
、
技
術
の
助
け
な
し
に
、
規
則
的
で
一
定
の
形
を
と
る
鉱
物
質
の
物
質
で
あ
る
30
。」
　
つ
い
で
『
フ
ラ
ン
ス
語
辞
典
』
の
定
義
を
引
く
。「
結
晶
（cristal
）
１
．
水
晶
（cristal	de	roche
）。
単
に
ク
リ
ス
タ
ル
と
い
う
場
合
も
無
色
透
明
の
石
英
（quarz
）
を
指
す
〔
…
〕。
２
．
比
喩
的
に
透
明
度
が
高
い
無
色
の
ガ
ラ
ス
の
呼
び
名
〔
…
〕。
３
．
詩
的
な
表
現
で
、
透
明
な
水
を
意
味
す
る
。
４
．
鉱
物
学
の
術
語
。
多
角
形
を
な
す
固
体
で
、
相
互
に
対
称
に
組
み
合
わ
さ
っ
た
平
坦
で
規
則
的
な
複
数
の
面
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
る
。
複
数
の
面
が
組
み
合
わ
さ
る
角
度
は
法
則
に
従
っ
て
定
ま
る
。
食
塩
の
結
晶
は
立
方
体
で
あ
る
。〔
…
〕
古
い
化
学
の
用
語
で
は
、
銀
塩
を
月
の
結
晶
（cristaux	de	lune
）、
鉄
塩
を
火
星
〔
軍
神
〕
の
結	
晶
（cristaux	de	M
ars
）、
銅
塩
を
金
星
〔
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
〕
の
結
晶
（cristaux	
de	V
énus
）
と
呼
ぶ
。
５
．
血
の
結
晶
。
静
脈
か
ら
出
た
血
液
の
な
か
で
生
じ
る
結
晶
31
。〔
…
〕」
　
二
つ
の
辞
典
の
項
目
の
間
で
、
ク
リ
ス
タ
ル
と
い
う
仏
語
の
綴
り
字
が
違
う
の
は
書
か
れ
た
時
代
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
リ
ト
レ
の
辞
典
と
同
じ
綴
り
が
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
用
い
ら
れ
る
。
両
者
は
編
集
・
出
版
の
意
図
も
刊
行
さ
れ
た
時
代
の
状
況
も
異
な
る
の
で
一
概
に
比
較
で
き
な
い
が
、
近
代
結
晶
学
の
確
156　
32	Friedrich	D
annem
ann,	D
ie	N
aturw
issenschaften	in	ihrer	Entw
icklung	und	ihrem
	Zusam
m
enhange,	2	te	A
uflage,	4	Bde,	Leipzig,	1920-1923.	
安
田
徳
太
郎
訳
編
『
新
訳			
ダ
ン
ネ
マ
ン
大
自
然
科
学
史
』、
第
八
巻
、
三
省
堂
、
一
九
七
九
年
、
二
一
四-
二
一
五
頁
。
石の夢、土の夢　（6）
立
期
と
ち
ょ
う
ど
重
な
る
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
百
科
全
書
』
の
記
述
の
ほ
う
が
、
よ
り
科
学
・
技
術
的
に
専
門
性
が
高
い
。
こ
こ
で
は
引
用
し
な
い
が
、
定
義
の
あ
と
に
は
結
晶
成
長
の
機
序
、
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
物
の
結
晶
、
人
工
的
に
結
晶
を
つ
く
る
方
法
な
ど
が
詳
し
く
記
述
さ
れ
る
。
　
こ
こ
で
少
し
科
学
史
的
な
補
足
を
し
て
お
く
と
、
結
晶
と
い
う
も
の
を
初
め
て
学
的
に
対
象
化
し
厳
密
に
記
述
し
た
の
は
、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
鉱
物
学
者
ル
ネ
・
ジ
ュ
ス
ト
・
ア
ユ
イ
（René	Just	H
aüy,	1743-1822
）
で
あ
る
。
ア
ユ
イ
の
『
鉱
物
学
概
論
』（T
raité	de	m
inéralogie,	5	vols,	Paris,	1801
）、『
結
晶
学
概
論
』（T
raité	de	cristallographie,	2	vols,	Paris,	1822
）
は
、
結
晶
の
幾	
何
学
的
・
数
比
的
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
記
念
碑
的
文
献
で
、
精
緻
な
説
明
図
版
が
別
冊
を
設
け
て
大
量
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
ア
ユ
イ
の
業
績
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
「
有
理
指
数
法
則
」（la	loi	des	troncatures
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
結
晶
面
が
結
晶
軸
を
切
り
取
る
部
分
の
比
が
互
い
に
有
理
数
の
関
係
を
な
す
と
い
う
も
の
で
、
結
晶
の
形
は
小
さ
な
基
本
形
の
集
合
に
よ
っ
て
な
り
た
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
32
。
こ
の
法
則
や
、
そ
れ
に
先
立
つ
ロ
メ
・
ド
・
リ
ー
ル
（Jean-Baptiste	Rom
é	de	L’Isle,	1736-1790
）
に
よ
る
面
角
一
定
法
則
（la	loi	de	constance	des	angles
）
の
発
見
な
ど
を
う
け
て
、
近
代
的
な
学
と
し
て
の
結
晶
学
が
確
立
し
た
の
が
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
に
刊
行
さ
れ
た
『
百
科
全
書
』
の
「
結
晶
」
の
項
目
が
高
い
科
学
的
専
門
性
を
備
え
て
い
る
の
も
当
然
と
言
え
よ
う
。
　
辞
書
の
記
述
の
話
に
戻
る
。
リ
ト
レ
は
基
本
的
に
国
語
辞
典
な
の
で
、
専
門
性
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
が
、
語
義
の
比
喩
的
な
広
が
り
が
わ
か
る
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。
鉱
物
学
の
専
門
用
語
と
し
て
の
定
義
が
、『
百
科
全
書
』
で
は
最
初
に
述
べ
ら	
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
リ
ト
レ
で
は
第
四
義
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
面
白
い
。
多
く
の
用
例
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
が
リ
ト
レ
辞
書
の
特
色
だ
が
、
五
つ
の
語
義
の
う
ち
、
も
っ
と
も
謎
め
い
た
記
述
で
あ
る
古
い
化
学
の
術
語
だ
と
い
う
「
月
の
結
晶
」
云
々
、
さ
ら
に
第
五
義
の
「
血
の
結
晶
」
に
つ
い
て
は
実
際
の
用
例
が
一
つ
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
百
科
全
書
の
記
述
に
せ
よ
、
リ
ト
レ
の
記
述
に
せ
よ
、
鉱
物
学
の
術
語
と
し
て
の
定
義
は
、
今
日
で
も
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
参
照
し
た
文
献
で
、
結
晶
と
い
う
も
の
が
、
物
理
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
お
お
む
ね
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
実
在
す
る
幾
何
学
　
で
は
、
こ
の
結
晶
と
い
う
実
体
は
、
わ
れ
わ
れ
の
想
像
力
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
で
あ
ろ
う
か
。
　
さ
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
ア
ユ
イ
が
結
晶
を
数
学
的
に
記
述
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
結
晶
の
特
質
の
ひ
と
つ
は
、「
比
率
を
も
つ
こ
と
」
で
あ
る
。
比
率
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
正
三
角
形
の
三
つ
の
辺
の
長
さ
は
、
そ
の
正
三
角
形
の
大
き
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
つ
ね
に
一
：
一
：
一
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
内
角
は
つ
ね
に
い
ず
れ
も
六
〇
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
晶
の
場
合
、
た
と
え
ば
水
晶
で
あ
れ
ば
、
か
な
ら
ず
六
角
形
に
な
り
、
そ
の
内
角
は
か
な
ら
ず
一
二
〇
度
に
な
る
。
だ
が
、
同
時
に
、
自
然
界
に
生
じ
る
結
晶
は
、
実
際
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
的
条
件
に
よ
っ
て
歪
に
な
り
、
た
と
え
ば
水
晶
は
正
確
な
六
角
形
の
形
に
は
な
ら
ず
、
或
る
角
が
形
成
さ
れ
ず
変
形
五
角
形
の
よ
う
な
姿
を
と
っ
た
り
、
あ
る
い
は
い
く
つ
も
の
六
角
形
が
融
合
し
て
し
ま
っ
て
、
全
体
と
し
て
は
不
整
形
と
な
っ
た
り
す
る
。
だ
か
ら
、
理
念
的
な
原
型
と
し
て
は
各
辺
の
長
さ
が
等
し
い
六
角
形
だ
が
、実
在
す
る
現
象
と
し
て
の
現
れ
方
は
多
様
に
な
る
の
で
あ
る
。
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orphose	der	Pflanzen	zu	erklären,	1790.	
ゲ
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テ
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植
物
変
態
論
』（
野
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前
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ゲ
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、
第
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四
巻
所
収
。
35	Bachelard,	La	terre	et	les	rêveries	de	la	volonté,	op.	cit.	
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
『
大
地
と
意
思
の
夢
想
』、
前
掲
訳
書
。
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　「
結
晶
の
幾
何
学
」（
完
全
な
秩
序
）
と
「
実
在
す
る
結
晶
」（
秩
序
の
変
形
）
の
関
係
、
つ
ま
り
一
般
化
す
る
な
ら
、
原
型
か
ら
多
様
な
現
象
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
認
識
は
、
思
想
史
の
な
か
で
何
度
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
例
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論
（l’idéalism
e
）、
そ
し
て
、
ゲ
ー
テ
（Johann	
W
olfgang	von	Goethe,	1949-1832
）
の
原
植
物
と
い
う
着
想
で
あ
ろ
う
。
　
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論
と
は
、
次
の
よ
う
な
思
想
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
五
感
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
事
物
は
、ど
ん
な
に
優
れ
た
も
の
で
も
完
全
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
円
形
の
物
体
は
世
の
中
に
い
く
ら
で
も
あ
る
が
、
ど
れ
も
完
全
な
円
で
は
な
く
、
ど
こ
か
歪
ん
で
い
た
り
、
凹
凸
が
あ
っ
た
り
す
る
。
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
住
む
世
界
（
現
象
界
）
に
円
そ
の
も
の
、
本
当
の
円
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、決
し
て
存
在
し
な
い
。
こ
の
「
円
そ
の
も
の
」「
本
当
の
円
」
の
こ
と
を
「
円
の
イ
デ
ア
」
と
い
う
。
イ
デ
ア
が
存
在
す
る
の
は
、
彼
岸
の
世
界
、
人
間
の
五
感
を
超
え
た
世
界
（
イ
デ
ア
界
）
で
あ
る
。
人
間
は
イ
デ
ア
を
決
し
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
わ
ず
か
に
イ
デ
ア
の
影
を
感
じ
る
の
み
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
現
実
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
は
、
す
べ
て
イ
デ
ア
界
の
イ
デ
ア
の
投
影
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
世
で
わ
れ
わ
れ
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
現
実
の
円
は
、
す
べ
て
円
の
イ
デ
ア
の
影
で
あ
り
、円
形
の
物
体
は
円
の
イ
デ
ア
に
与
っ
て
い
る
。
懐
中
時
計
の
文
字
盤
と
夜
空
の
満
月
と
は
別
々
の
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
円
の
イ
デ
ア
に
与
っ
て
い
る
か
ら
、
完
全
な
正
円
で
は
な
い
も
の
の
、
と
も
に
円
形
を
し
て
い
る
。
　
ゲ
ー
テ
の
原
植
物
論
と
は
、
彼
が
イ
タ
リ
ア
旅
行
中
に
得
た
着
想
で
33
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
世
界
に
は
様
々
な
植
物
が
あ
る
。
薔
薇
、
百
合
、
向
日
葵
、
桜
、
杉
、
蒲
公
英
…
…
。
そ
の
姿
か
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
い
ず
れ
も
植
物
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
は
、
も
と
も
と
ひ
と
つ
の
植
物
か
ら
変
形
し
て
多
様
な
姿
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
仮
想
的
な
ひ
と
つ
の
植
物
の
こ
と
を
ゲ
ー
テ
は
「
原
植
物
（U
rpflanze
）」
と
呼
ん
だ
34
。
　
ガ
ス
ト
ン
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
は
、
プ
ラ
ト
ン
か
ら
ゲ
ー
テ
を
一
直
線
に
結
び
、
結
晶
を「
実
在
す
る
幾
何
学
」と
定
義
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
は
科
学
論
の
領
域
で
も
詩
論
の
領
域
で
も
、
結
晶
を
め
ぐ
っ
て
、
独
創
的
な
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
詩
論
に
お
け
る
結
晶
論
は
『
大
地
、
そ
し
て
意
志
の
夢	
想
』35
の
第
十
章
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
に
引
く
の
は
、
彼
の
科
学
論
系
統
に
属
す
る
著
作
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
専
門
性
が
高
い
文
献
『
あ
る
物
理
問
題
の
進
展
を
め
ぐ
る
研
究
：
固
体
に
お
け
る
熱
伝
導
』
の
一
節
で
あ
る
。
「
さ
ま
ざ
ま
な
物
理
現
象
を
全
体
的
に
み
れ
ば
、
幾
何
学
が
示
す
座
標
軸
が
、
実
際
に
知
覚
で
き
る
物
質
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
座
標
軸
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
外
的
に
、
諸
要
素
の
関
係
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
結
晶
の
場
合
は
例
外
で
あ
る
。
結
晶
に
お
い
て
は
、
座
標
軸
は
、
本
当
に
そ
の
物
質
の
本
性
と
厳
密
な
対
応
関
係
を
な
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
物
質
の
本
性
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
座
標
軸
は
結
晶
の
な
か
に
、
あ
ら
か
じ
め
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
結
晶
形
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
或
る
一
定
の
秩
序
を
も
っ
て
お
り
、
一
見
無
数
の
種
類
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
の
結
晶
体
も
、
そ
う
し
た
結
晶
形
の
い
ず
れ
か
一
致
す
る
。
　
そ
し
て
後
者
〔
結
晶
〕
の
場
合
、
法
則
の
説
明
を
い
っ
そ
う
明
晰
あ
る
い
は
容
易
に
す
る
よ
う
な
実
践
的
な
幾
何
学
が
問
題
に
な
る
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
全
体
の
現
象
と
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
座
標
軸
と
そ
れ
が
前
提
と
す
る
幾
何
学
の
154　
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e	de	physique:	La	propagation	therm
ique	dans	les	solides,	Paris:	V
rin,	1928,	pp.170-171.
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総
体
が
知
覚
さ
れ
う
る
物
質
と
一
体
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
こ
の
座
標
軸
は
、
い
わ
ば
本
質
的
に
外
的
な
観
点
か
ら
諸
関
係
を
構
成
す
る
。
結
晶
に
お
い
て
は
こ
れ
と
は
異
な
り
、
座
標
軸
は
本
当
に
そ
の
物
体
の
本
性
に
由
来
す
る
。
つ
ま
り
座
標
軸
は
そ
の
物
質
に
予
め
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
諸
種
の
結
晶
形
が
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
無
数
の
種
類
を
な
す
よ
う
に
映
る
諸
領
域
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
整
序
す
る
と
き
、
す
な
わ
ち
、
同
じ
画
布
が
ど
の
よ
う
な
デ
ッ
サ
ン
で
も
受
け
容
れ
る
こ
と
を
目
に
す
る
と
き
、
諸
性
質
の
か
く
も
目
ざ
ま
し
い
収
束
の
中
心
が
実
体
機
能
の
指
標
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
を
躊
躇
す
る
理
由
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
か
。
も
し
個
別
的
存
在
の
指
標
が
諸
性
質
の
接
近
で
あ
る
な
ら
ば
、
結
晶
は
実
在
す
る
、
そ
れ
も
幾
何
学
的
に
0
0
0
0
0
実
在
す
る
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
が
『
超
越
的
な
葉
』
の
分
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
原
初
の
植
物
で
あ
る
『
原
植
物
』
の
着
想
を
得
た
と
き
、
彼
は
『
自
然
の
嫉
妬
』
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
が
で
き
る
と
自
慢
し
て
い
る
。	
と
い
う
の
も
彼
は
、
仮
に
実
在
し
な
い
と
し
て
も
『
現
実
の
も
の
と
同
じ
ほ
ど
真
性
で
あ
り
必
然
的
な
』
無
数
の
植
物
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
結
晶
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
原
初
的
な
現
象
、
原
型
的
現
象
（le	phénom
ène-	
type
）、
イ
デ
ア
的
現
象
（le	phénom
ène-idée
）
と
い
う
も
の
を
観
想
で
き
る
だ
ろ
う
。
結
晶
か
ら
幾
何
学
的
存
在
ま
で
の
距
離
は
、
形
を
持
た
な
い
与
件
と
一
般
的
・
合
理
的
な
思
考
と
を
分
か
つ
距
離
よ
り
も
短
い
36
。」
　
大
変
に
難
し
い
記
述
だ
が
、
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
幾
何
学
は
結
晶
の
イ
デ
ア
を
直
接
把
握
で
き
る
の
で
結
晶
を
記
述
す
る
数
式
は
直
接
イ
デ
ア
を
表
現
し
て
い
る
と
い
い
う
る
が
、
実
際
の
結
晶
体
は
数
式
ど
お
り
に
現
れ
る
わ
け
で
は
な
く
何
ら
か
の
歪
み
や
乱
れ
を
被
っ
て
い
る
。
だ
が
、
結
晶
は
確
か
に
数
式
で
記
述
で
き
る
形
状
で
現
れ
る
か
ら
、
結
晶
は
幾
何
学
を
内
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
結
晶
で
は
な
い
通
常
の
物
体
は
人
間
が
数
学
に
基
づ
い
て
或
る
構
造
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
自
ら
の
性
質
の
み
に
よ
っ
て
或
る
構
造
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
建
築
は
幾
何
学
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
る
と
し
て
も
、
建
材
が
ひ
と
り
で
に
建
築
物
に
な
る
こ
と
は
な
い
し
、
木
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
な
か
に
建
物
の
設
計
図
は
内
在
し
て
い
な
い
。
結
晶
す
る
物
質
は
、
建
物
を
建
て
る
場
合
に
木
材
を
図
面
に
沿
っ
て
切
り
出
し
た
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
型
枠
に
流
し
込
ん
で
或
る
形
を
と
ら
せ
た
り
す
る
よ
う
な
外
的
操
作
な
し
に
、
自
ず
と
そ
の
物
質
固
有
の
形
に
な
る
。
水
晶
な
ら
六
角
柱
。
明
礬
な
ら
正
八
面
体
だ
。
だ
と
す
れ
ば
、
結
晶
す
る
物
質
と
は
幾
何
学
的
に
記
述
さ
れ
た
設
計
図
を
内
在
し
た
建
材
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
結
晶
体
は
あ
ら
か
じ
め
幾
何
学
的
構
造
が
刻
み
込
ま
れ
た
建
築
物
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
実
在
す
る
幾
何
学
な
の
だ
。
さ
ら
に
、
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
が
ゲ
ー
テ
の
原
植
物
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
に
は
次
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
。
実
在
し
な
い
と
し
て
も
「
現
実
の
も
の
と
同
じ
ほ
ど
真
性
で
あ
り
必
然
的
な
」
無
数
の
植
物
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
原
植
物
だ
と
い
う
の
は
、
原
植
物
が
さ
ま
ざ
ま
な
外
的
条
件
の
影
響
を
被
っ
て
多
様
に
分
化
し
て
発
現
し
た
の
が
現
実
の
諸
種
の
植
物
で
あ
り
、
可
能
性
と
し
て
は
、
別
の
条
件
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
生
ま
れ
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
無
限
の
可
能
性
を
も
っ
た
原
植
物
を
、
自
然
界
に
あ
っ
て
た
ま
た
ま
或
る
一
つ
の
条
件
下
に
生
ま
れ
た
現
実
の
植
物
は
「
嫉
妬
」
す
る
。
同
様
に
、
結
晶
を
記
述
す
る
幾
何
学
の
式
に
は
い
か
な
る
数
値
を
も
代
入
し
う
る
の
で
、
現
実
に
存
在
す
る
結
晶
た
ち
の
ほ
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
（
し
か
し
原
型
的
形
象
を
決
し
て
逸
脱
し
な
い
の
で
、
そ
れ
が
水
晶
な
ら
水
晶
、
明
礬
な
ら
明
礬
と
い
う
〈
種
〉
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
わ
な
い
）
結
晶
が
、
可
能
性
と
し
て
、
存
在
し
う
る
。
そ
の
ヴ
ァ
ラ
エ
ア
テ
ィ
は
無
限
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
結
晶
を
記
述
す
る
幾
何
学
の
式
の
代
入
可
能
性
は
実
数
の
数
と
同
様
な
の
で
無
限
で
あ
り
、
し
か
し
実
際
の
結
晶
は
自
然
条
件
の
な
か
で
一
定
の
制
約
を
受
け
る
の
で
、
き
わ
め
て
多
様
で
あ
っ
て
も
無
限
の
ヴ
ァ
ラ
エ
ア
テ
ィ
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37	
た
と
え
ば
、la	voix	cristalline	
は
「
澄
ん
だ
声
」
の
意
味
で
あ
る
。
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諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辭
典
』、
修
訂
第
二
版
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
九
年-
二
〇
〇
〇
年
、
巻
八
、九
〇
四
頁
、
項
目
「
晶
」。
諸
橋
の
記
述
に
は
な
い
が
、
日
と
い
う
対
称
を
な
す
形
の
文
字
を
さ
ら
に
三
点
対
称
に
配
置
し
た
こ
の
字
形
は
、
結
晶
体
の
幾
何
学
的
均
整
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
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は
な
い
。
こ
こ
に
結
晶
の
イ
デ
ア
的
か
つ
現
象
的
、
あ
る
い
は
原
型
的
か
つ
現
象
的
な
性
質
が
あ
る
。
こ
れ
が
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の
議
論
で
あ
る
。
結
晶
を
め
ぐ
る
哲
学
的
議
論
と
し
て
、
こ
れ
以
上
に
精
緻
な
も
の
を
私
は
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
。
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
は
若
い
こ
ろ
に
科
学
や
数
学
の
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
、
化
学
の
教
師
と
し
て
リ
セ
で
教
壇
に
立
ち
、
学
生
た
ち
と
と
も
に
実
験
を
行
っ
た
経
歴
を
も
つ
。
そ
の
物
質
を
相
手
に
格
闘
し
た
体
験
を
こ
こ
ま
で
見
事
な
自
然
哲
学
に
結
晶
さ
せ
る
彼
の
哲
学
的
想
像
力
に
は
た
だ
た
だ
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
透
明
性
　
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
結
晶
の
数
比
的
構
造
が
プ
ラ
ト
ン
や
ゲ
ー
テ
の
イ
デ
ア	
論
・
原
型
論
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の
議
論
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。
だ
が
、結
晶
の
本
質
的
特
色
は
数
比
的
秩
序
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
一
つ
の
仮
説
を
立
て
た
い
。
わ
れ
わ
れ
が
結
晶
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
す
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
る
物
体
は
0
0
0
0
、
つ
ね
に
透
き
通
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
結
晶
・
水
晶
を
あ
ら
わ
す	le	cristal	
の
形
容
詞
形
で
あ
る	cristallin(e)	
に
は
「
結
晶
〔
水
晶
〕
の
」
と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
「
透
明
な
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
37
。
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
は
、
さ
き
に
挙
げ
た
『
大
地
、
そ
し
て
意
志
の
夢
想
』
第
十
章
に
「
結
晶
体
。
透
明
な
夢
想
」（Les	cristaux.	La	rêverie	cristalline
）
と
い
う
題
を
与
え
て
い
る
。
透
き
通
っ
て
い
る
と
は
、
光
を
通
す
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
も
そ
も
現
代
語
の
ク
リ
ス
タ
ル
の
語
源
と
な
っ
た
ギ
リ
シ
ア
語	krustallos	
が
氷
を
意
味
す
る
こ
と
は
さ
き
に
示
し
た
と
お
り
だ
が
、
氷
と
は
ま
さ
に
透
明
な
固
体
の
代
表
で
は
あ
る
。
漢
字
で
も
、
結
晶
の
〈
晶
〉
と
い
う
字
は
、〈
日
〉
を
三
つ
重
ね	
た
形
状
で
あ
り
、「
ひ
か
り
」
と
か
「
あ
き
ら
か
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
の
で
38
、
や
は
り
透
明
性
に
通
じ
る
。
こ
の
〈
透
明
性
〉
と
い
う
こ
と
を
、
結
晶
の
第
二
の
特
質
だ
と
考
え
た
と
き
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
観
念
の
広
が
り
が
生
じ
る
だ
ろ
う
か
。
　
こ
こ
で
は
ま
ず
、
ヘ
ー
ゲ
ル
（Georg	W
ilhelm
	Friedrich	H
egel,	1770-
1831
）の『
エ
ン
チ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』（Enzyklopaedie	der	philosophischen		
W
issenschaften	im
	Grundrisse,	1817,	1827,	1830
）
第
二
部
「
自
然
哲
学
」
（Zw
eiter	T
eil,	D
ie	N
aturphilosophie
）
の
一
節
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
「
ま
ず
透
明
性
に
関
し
て
言
え
ば
、
不
透
明
性
す
な
わ
ち
闇
は
、
抽
象
的
な
個
体
性
す
な
わ
ち
地
上
的
な
も
の
に
属
し
て
い
る
。
空
気
・
水
・
火
は
、
そ
の
元
素
的
な
普
遍
性
と
中
和
性
ゆ
え
に
透
明
で
あ
り
、
暗
く
は
な
い
。
同
様
に
、
純
粋
な
形
態
は
闇
に
打
ち
勝
っ
た
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
個
体
的
な
物
質
の
こ
う
し
た
抽
象
的
で
脆
く
、
ま
た
暴
か
れ
る
こ
と
の
な
い
単
独
の
在
り
方
に
、
自
ら
を
顕
示
す
る
こ
と
の
な
い
対
自
存
在
に
打
ち
勝
っ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
光
へ
の
関
連
の
一
つ
で
あ
る
中
和
性
と
同
形
性
へ
と
ま
さ
に
再
び
自
分
自
身
を
戻
し
た
が
ゆ
え
に
、
純
粋
な
形
態
は
む
し
ろ
透
明
に
な
っ
た
。
物
質
的
な
個
体
性
と
は
、
他
に
対
す
る
理
念
的
な
発
現
を
認
め
よ
う
と
は
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
自
体
の
な
か
で
の
暗
化
で
あ
る
。
し
か
し
、
統
合
と
し
て
物
質
に
浸
透
し
て
し
ま
っ
て
い
る
個
体
の
形
式
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
発
現
へ
と
向
か
っ
て
動
き
始
め
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、現
存
在
の
こ
う
し
た
観
念
性
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
己
を
発
現
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
形
式
の
展
開
で
あ
っ
て
、
対
他
存
在
の
措
定
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
同
時
に
ま
た
他
者
が
個
体
的
な
統
一
の
内
に
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
脆
い
も
の
、
す
な
わ
ち
月
は
、
だ
か
ら
透
明
で
は
な
く
、
他
方
、
彗
星
は
透
明
で
あ
る
。
こ
う
し
た
透
明
性
は
形
式
的
な
も
の
で
あ
152　
39	
ヘ
ー
ゲ
ル
『
自
然
哲
学
』、
前
掲
訳
書
、
二
九
二-
二
九
三
頁
（
§317
）。
強
調
は
引
用
者
に
よ
る
。
40	Jean-Pierre	Richard,	L’univers	im
aginaire	de	M
allarm
é,	Paris:	Seuil,	1961.	
リ
シ
ャ
ー
ル
『
マ
ラ
ル
メ
の
想
像
的
宇
宙
』（
田
中
成
和
訳
）、
水
声
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二
五
八
頁
。
41	M
allarm
é,	D
ivagations,	«	Conflit	»	.	Œ
uvres	com
plètes	de	M
allarm
é.	Édition	présentée,	établie	et	annotée	par	B.	M
archal,	Paris:	Gallim
ard,	Bibliothèque	de	la	
Pléiade,	2	tom
es,	1998,	tom
e	I,	p.108.
石の夢、土の夢　（10）
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
透
明
性
は
結
晶
に
と
っ
て
も
、
形
態
を
欠
い
た
も
の
、
す
な
わ
ち
空
気
や
水
と
共
通
し
て
い
る
。
結
晶
の
透
明
性
は
、
し
か
し
そ
の
起
源
か
ら
し
て
同
時
に
、
空
気
や
水
と
い
っ
た
元
素
と
は
異
な
る
透
明
性
で
あ
る
。
こ
の
両
元
素
が
透
明
で
あ
る
の
は
、こ
れ
ら
が
未
だ
そ
れ
自
身
の
内
で
の
個
体
性
に
は
、
地
上
的
な
も
の
に
は
、
暗
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
形
態
化
さ
れ
た
諸
々
の
物
体
は
、
た
し
か
に
そ
れ
自
体
が
光
な
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
は
個
体
的
な
物
質
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
体
性
の
点
的
な
〈
自
己
〉
は
、
こ
の
内
的
な
製
作
者
と
し
て
何
の
妨
げ
も
な
い
と
い
う
か
ぎ
り
で
、
こ
の
暗
い
物
質
と
は
決
し
て
無
縁
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
形
式
の
展
開
さ
れ
た
統
合
へ
と
純
粋
に
移
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
こ
う
し
た
自
己
内
存
在
は
こ
こ
で
は
物
質
の
均
一
な
同
等
性
へ
と
至
り
つ
い
て
い
る
。
全
体
を
も
個
々
の
部
分
を
も
自
由
に
か
つ
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
包
括
す
る
形
式
が
透
明
性
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
こ
こ
の
部
分
は
完
全
に
こ
の
全
体
と
等
し
く
さ
れ
、
ま
た
ま
さ
に
そ
の
ゆ
え
に
部
分
相
互
の
間
で
も
完
全
に
等
し
く
、
機
械
的
な
浸
透
を
被
っ
て
も
相
互
に
分
離
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
結
晶
の
抽
象
的
な
同
一
性
、
つ
ま
り
そ
の
完
全
な
機
械
的
統
一
は
無
反
応
で
あ
り
、
化
学
的
統
一
は
中
和
性
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
し
た
が
っ
て
、
結
晶
の
透
明
性
が
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
同
一
性
は
ま
た
、
そ
れ
自
体
が
光
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
光
と
た
い
へ
ん
に
近
い
関
係
に
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
輝
き
に
ま
で
至
り
さ
え
す
る
。
光
が
自
0
0
0
分
か
ら
生
み
出
し
た
も
の
が
結
晶
で
あ
る
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
。
質
量
は
光
線
を
受
け
て
完
全
に
解
体
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
光
と
は
こ
う
し
た
自
己
内
存
在
の
魂
で
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
あ
る
0
0
。
原
結
晶
は
0
0
0
0
、何
人
の
目
を
も
楽
し
ま
せ
る
大
地
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
あ
り
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
光
と
重
さ
の
間
に
生
ま
れ
た
長
男
で
あ
る
こ
と
を
誰
も
が
承
認
す
る
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
。
光
は
抽
象
0
0
0
0
的
で
完
全
に
自
由
な
同
一
性
で
あ
る
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
。─
大
気
は
元
素
的
な
同
一
性
で
あ
る
が
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
こ
の
従
属
し
た
同
一
性
は
光
に
対
し
て
の
受
動
態
で
あ
り
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
こ
れ
が
結
晶
の
透
明
0
0
0
0
0
0
0
0
性
で
あ
る
0
0
0
0
39
。」
　
結
晶
体
の
透
明
性
を
光
と
重
力
の
子
で
あ
る
と
す
る
詩
的
な
思
索
。
光
は
天
体
か
ら
や
っ
て
く
る
。
重
力
は
大
地
の
作
用
で
あ
る
。
光
を
通
す
大
地
的
物
質
で
あ
る
結
晶
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
自
然
哲
学
に
お
い
て
、
天
ウ
ラ
ノ
スと
地ガイアの
子
で
あ
り
、
両
者
の
紐
帯
な
の
だ
。
目
に
見
え
な
い
象
徴
的
元
素
で
あ
る
大
気
の
性
質
を
併
せ
持
ち
、
天
の
光
を
受
け
容
れ
る
受
動
性
を
備
え
た
実
体
─
。
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
自
然
哲
学
』
に
熱
中
し
、
そ
こ
に
ひ
ろ
が
る
物
質
論
的
観
念
を
糧
と
し
て
煌
め
く
詩
の
世
界
を
作
り
出
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
象
徴
派
の
詩
人
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
（Stéphane	M
allarm
é,	1842-1898
）
で
あ
っ
た
40
。
彼
の
詩
の
世
界
は
結
晶
体
、
宝
石
、
ガ
ラ
ス
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
な
ど
、
輝
く
透
明
な
物
質
で
満
ち
て
お
り
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
言
葉
の
連
な
り
と
な
っ
て
現
れ
る
。
「
な
ん
と
い
う
素
晴
ら
し
い
宝
石
、
液
体
の
空
よ
。（Q
uelle	pierrerie,	le	ciel	
fluide.
41
）」
　
こ
こ
に
は
、
宝
石
が
天
空
へ
と
つ
な
が
る
と
い
う
、〈
天
と
地
の
紐
帯
〉
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
的
観
念
が
明
確
に
生
き
て
い
る
。
固
体
の
空
で
は
な
く
液
体
の
空
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
天
が
流
体
と
な
っ
て
宝
石
に
流
れ
込
む
力
動
を
読
み
取
ろ
う
。
マ
ラ
ル
メ
は
宝
石
論
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
42
。
マ
ラ
ル
メ
に
お
け
る
宝
石
、
こ
と
に
ヘ
ー
ゲ
ル
が
原
結
晶
と
み
な
す
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
　151
42	
リ
シ
ャ
ー
ル
、
前
掲
訳
書
、
二
〇
六
頁
。
43	
同
書
、
同
箇
所
。
引
用
さ
れ
て
い
る
マ
ラ
ル
メ
の
詩
は
「
希
望
の
城
」。
強
調
は
リ
シ
ャ
ー
ル
に
よ
る
。
44	
当
該
草
稿
は
『
レ
ッ
ト
ル
』
誌
（Lettres
）、
特
集
号
、
第
三
巻
、
一
九
四
八
年
、
二
四
頁
に
初
出
。
こ
こ
で
は
リ
シ
ャ
ー
ル
の
引
用
に
依
る
。
45	
佐
々
木
健
一
『
美
学
辞
典
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
一
三
頁
。
46	
プ
ラ
ト
ン
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』（
藤
沢
令
夫
訳
）、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
七
年
、250b
。
強
調
は
引
用
者
に
よ
る
。
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意
味
を
Ｊ
＝
Ｐ
・
リ
シ
ャ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。
「
宝
石
は
彼
〔
マ
ラ
ル
メ
〕
が
同
時
に
自
分
の
う
ち
で
精
神
的
に
な
し
と
げ
よ
う
と
試
み
て
い
た
操
作
の
具
体
的
等
価
物
を
提
示
し
て
く
れ
る
の
だ
。こ
の
目
的
は
、
す
で
に
あ
る
初
期
の
一
詩
篇
が
明
ら
か
に
し
て
い
た
目
的
だ
っ
た
─
　〈
希
望
〉
は
、
逆
立
た
せ
て
は
、
ま
た
撫
で
て
い
る
　
青
ざ
め
た
一
天
体
が
出
現
し
な
い
と
い
う
の
に
　
黒
猫
の
よ
う
に
黒
い
〈
夜
〉
の
毛
な
み
を
…
…
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
は
ま
さ
し
く
、
精
神
が
勝
ち
誇
り
つ
つ
ふ
た
た
び
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
証
言
す
る
た
め
に
、
夜
の
闇
か
ら
出
現
し
た
こ
の
天
体
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
43
。」
　
リ
シ
ャ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
マ
ラ
ル
メ
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
精
神
的
機
能
に
つ
い
て
も
っ
と
も
端
的
に
語
っ
て
い
る
の
は
、
名
高
い
「
イ
ジ
チ
ュ
ー
ル
」
の
草
稿
で
あ
る
。
そ
こ
で
マ
ラ
ル
メ
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
対
し
て
「
万
物
の
宝
石
で
あ
り
、
お
ま
え
が
そ
れ
を
な
す
宇
宙
に
よ
っ
て
要
約
さ
れ
た
お
ま
え
」
と
い
う
呼
び
か
け
を
す
る
44
。
一
個
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
は
全
天
が
縮
約
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
さ
き
に
引
い
た
「
液
体
の
空
」
と
同
様
に
、
こ
こ
に
も
天
が
土
的
物
質
で
あ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
へ
と
流
れ
込
む
方
向
性
が
み
て
と
れ
る
。
全
天
を
そ
の
中
に
閉
じ
込
め
う
る
想
像
的
な
稠
密
性
は
、
天
然
に
産
す
る
物
質
の
な
か
で
も
っ
と
も
高
い
硬
度
を
も
つ
と
い
う
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
性
質
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
数
比
と
光
　
こ
こ
ま
で
、
結
晶
の
重
要
な
属
性
と
し
て
数
的
秩
序
と
透
明
性
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
文
献
を
紹
介
し
て
き
た
。
数
比
と
光
。
こ
の
二
つ
を
兼
ね
備
え
た
実
体
で
あ
る
結
晶
。
こ
れ
は
一
体
な
に
か
。
　
こ
こ
で
美
学
の
歴
史
、
つ
ま
り
、
人
が
何
を
美
と
み
な
す
か
と
い
う
理
論
の
歴
史
を
、
ご
く
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
古
来
、
人
間
が
美
と
み
な
し
て
き
た
も
の
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
属
性
を
、
き
わ
め
て
お
お
ま
か
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
「
数
比
」
と
「
光
」
で
あ
る
─
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
は
美
学
者
の
佐
々
木
健
一
で
あ
る
。「
美
は
対
象
の
性
質
と
し
て
知
覚
さ
れ
る
。〔
…
〕
従
っ
て
、
美
を
客
観
的
な
一
般
的
な
特
質
や
構
造
に
よ
っ
て
定
義
す
る
こ
と
は
、
ご
く
自
然
な
試
み
で
あ
る
。
古
典
的
な
代
表
的
定
義
は
、
比
例
に
よ
る
も
の
と
、
光
の
隠
喩
に
よ
る
も
の
で
あ
る
45
。」
比
例
に
よ
る
も
の
は
、
黄
金
比
の
よ
う
な
も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
と
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
光
の
隠
喩
に
つ
い
て
い
え
ば
、
た
と
え
ば
プ
ラ
ト
ン
が
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
を
参
照
し
て
お
こ
う
。「〈
美
〉
は
あ
の
と
き
、
そ
れ
を
見
た
わ
れ
わ
れ
の
眼
に
燦
然
と
輝
い
て
い
た
0
0
0
0
0
46
。」
　
佐
々
木
の
説
を
踏
ま
え
、
そ
し
て
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
が
結
晶
と
は
実
在
す
る
幾
何
学
だ
と
述
べ
た
こ
と
を
思
い
出
す
な
ら
ば
、
結
晶
と
は
実
在
す
る
美
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の
言
葉
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
な
ら
、
結
晶
と
は
実
在
す
る
美
の
理イデ
ア想
で
あ
る
、
と
言
っ
て
も
よ
い
。
わ
れ
わ
れ
が
結
晶
に
憧
れ
る
の
は
、
ゆ
え
な
き
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
、
十
九
世
紀
フ
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47	Stendhal,	D
e	l’am
our,	Paris,	1822.	
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
『
恋
愛
論
』（
生
島
遼
一
訳
）、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
全
集
（
新
装
版
）
第
八
巻
、
人
文
書
院
、
一
九
七
七
年
、
九-
一
〇
頁
。
48	
同
訳
書
、
訳
注
一
一
、三
六
一
頁
。
49	
同
訳
書
、
十
頁
。
石の夢、土の夢　（12）
ラ
ン
ス
の
作
家
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
（Stendhal,	1783-1842
）
が
、
恋
愛
の
も
た
ら
す
甘
美
な
幻
影
を
結
晶
に
喩
え
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
必
然
的
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。『
恋
愛
論
』（D
e	l’am
our,	Paris,	1822
）
の
な
か
で
、
彼
は
恋
愛
の
過
程
を
分
析
し
、
感
嘆
、
自
問
、
希
望
、
恋
の
誕
生
、
第
一
の
結
晶
作
用
、
疑
惑
、
第
二
の
結
晶
作
用
と
い
う
七
つ
の
段
階
で
と
ら
え
て
い
る
。
こ
こ
で
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
述
べ
る
結
晶
作
用
と
は
、
人
が
「
自
分
を
愛
し
て
い
る
と
確
信
の
も
て
る
女
を
千
の
美
点
で
飾
り
た
が
る
」
と
い
う
心
の
働
き
で
あ
る
47
。
彼
は
二
十	
六
歳
の
頃
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
補
佐
官
と
し
て
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
に
赴
任
し
48
、
こ
の
地
で
岩
塩
の
特
異
な
結
晶
現
象
を
目
に
し
た
ら
し
い
。「
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
塩
坑
で
、
冬
に
な
っ
て
葉
の
落
ち
た
木
の
枝
を
廃
坑
の
奥
に
投
げ
込
む
。
二
、三
箇
月
た
っ
て
取
り
出
し
て
み
る
と
、枝
は
き
ら
き
ら
と
し
た
結
晶
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
ヤ
マ
ガ
ラ
の
脚
ほ
ど
し
か
な
い
一
番
細
い
枝
ま
で
が
、
ゆ
れ
て
煌
め
く
無
数
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
も
う
元
の
小
枝
と
は
見
え
な
い
49
。」
大
地
の
果
実
が
熟
す
る
と
き
　
透
明
で
数
的
秩
序
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
が
結
晶
体
の
本
質
的
な
美
的
価
値
で
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
確
認
し
た
。
水
晶
や
方
解
石
、
あ
る
い
は
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
雪
な
ど
、
無
色
透
明
の
結
晶
が
も
つ
幾
何
学
的
で
抽
象
的
な
美
し
さ
は
他
の
自
然
物
に
例
を
見
な
い
独
特
な
も
の
だ
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
鉱
物
や
結
晶
体
に
、
よ
り
多
様
な
美
を
見
出
す
。
そ
れ
は
、
あ
の
多
様
な
色
彩
で
あ
る
。
サ
フ
ァ
イ
ア
の
青
、
ア
メ
シ
ス
ト
の
紫
、
ル
ビ
ー
の
赤
…
…
。
幼
い
こ
ろ
、
再
結
晶
法
に
よ
る
大
き
な
単
結
晶
を
つ
く
る
実
験
で
、
硫
酸
銅
を
用
た
こ
と
を
私
は
今
も
覚
え
て
い
る
。〈
医
薬
用
外
劇
物
〉
と
い
う
朱
書
き
の
あ
る
瓶
に
詰
め
ら
れ
た
こ
の
有
毒
な
物
質
を
沸
騰
し
た
蒸
留
水
に
大
量
に
溶
か
し
て
飽
和
さ
せ
、
種
と
な
る
小
さ
な
結
晶
を
テ
グ
ス
で
吊
る
し
緩
慢
に
冷
却
す
る
と
、
三
斜
晶
系
（triclinique
）
と
呼
ば
れ
る
形
状
の
青
色
の
結
晶
が
大
き
く
成
長
し
て
い
っ
た
。
私
は
こ
の
物
質
の
青
色
に
魅
せ
ら
れ
、
試
薬
の
硫
酸
銅
を
大
量
に
入
手
し
て
は
結
晶
成
長
の
過
程
を
繰
り
返
し
、
青
色
の
結
晶
は
巨
大
に
成
長
し
た
。
そ
れ
は
、
動
物
か
植
物
に
滋
養
を
与
え
育
て
て
い
る
よ
う
な
、
ま
さ
に
〈
成
長
〉
と
呼
ぶ
べ
き
過
程
を
目
撃
し
た
経
験
で
あ
っ
た
。
一
度
、
追
加
で
発
注
し
た
硫
酸
銅
が
通
常
使
用
し
て
い
た
五
水
和
物
で
は
な
く
、
無
水
物
と
し
て
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
結
晶
水
を
飛
ば
し
た
硫
酸
銅
で
あ
り
、
実
験
に
は
支
障
な
く
使
え
る
が
、
色
は
青
で
は
な
く
白
色
で
あ
る
。
こ
の
白
い
粉
末
を
水
に
入
れ
る
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
青
色
の
五
水
和
物
に
戻
る
。
こ
ん
な
経
験
も
物
質
固
有
の
色
と
い
う
も
の
を
私
に
強
く
印
象
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
の
よ
う
な
か
つ
て
の
化
学
少
年
で
な
く
と
も
、
物
質
の
色
に
魅
せ
ら
れ
る
人
は
数
多
い
は
ず
だ
。
宝
石
の
魅
力
は
、
そ
の
希
少
性
や
細
工
の
妙
技
に
も
増
し
て
、
あ
の
物
質
固
有
の
色
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
結
晶
の
色
も
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
に
物
質
の
夢
を
見
さ
せ
る
も
の
だ
。
　
ホ
フ
マ
ン
に
フ
ァ
ル
ン
鉱
山
の
伝
説
を
伝
え
た
Ｇ
・
Ｈ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
、
鉱
物
の
色
に
つ
い
て
も
面
白
い
説
を
述
べ
て
い
る
。「
花
崗
岩
の
構
成
要
素
で
も
あ
る
石
英
は
、
通
常
、
結
晶
と
し
て
鋭
角
の
六
角
柱
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
で
現
れ
る
。
他
方
、
花
崗
岩
の
第
三
の
構
成
要
素
で
あ
る
雲
母
は
、
表
面
が
テ
ー
ブ
ル
状
に
な
る
傾
向
を
も
つ
。
し
か
し
、
は
や
く
も
黒
色
電
気
石
に
お
い
て
、
ま
た
そ
れ
に
類
す
る
種
類
で
は
い
っ
そ
う
、
丸
ま
っ
た
葦
の
よ
う
な
結
晶
が
生
じ
、
そ
れ
は
植
物
の
形
態
に
酷
似
し
て
見
え
る
。
こ
こ
で
も
個
々
に
形
成
す
る
自
然
は
働
き
を
や
め
ず
、
上
方
の
世
界
に
あ
る
形
態
が
金
属
界
に
完
全
に
反
映
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
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50	Gotthilf	H
einrich	von	Schubert,	op.	cit.,	S.	200.	
51	Ibid.,	SS.	200-201
52	Bachelard,	La	terre	et	les	rêveries	de	la	volonté,	op.	cit.	
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
『
大
地
と
意
思
の
夢
想
』、
前
掲
訳
書
。
53	Rém
y	Belleau,	«	Le	Saphir	»,	dans	Les	A
m
ours	et	nouveaux	échanges	des	pierres	précieuses,	Paris:	Patisson,	1576.	Éd.	critique	et	com
m
entée	par	M
aurice	F.	
V
erdier,	Genève:	D
roz,	1973,	p.	159.
54	Belleau,	«	Le	Rubis	»,	ibid.,	p.	116.
55	
語
源
は
「
石
」
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語lapis
で
あ
る
。
（13）　国際経営論集　No.59　2020
れ
る
。〔
…
〕
鉱
物
界
か
ら
植
物
や
動
物
へ
の
移
行
は
、
い
か
な
る
観
点
か
ら
も
、
金
属
の
な
か
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
美
し
い
色
彩
は
、
花
崗
岩
の
紫
色
、
ル
ビ
ー
の
桃
色
、
エ
メ
ラ
ル
ド
の
美
し
い
緑
色
、
い
ず
れ
も
鉱
物
界
で
は
金
属
の
混
入
に
よ
っ
て
の
み
生
じ
る
50
。」
こ
こ
で
説
明
さ
れ
て
い
る
鉱
物
の
色
彩
の
由
来
は
、
今
日
の
鉱
物
学
の
知
見
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
鉱
物
界
と
植
物
界
・
動
物
界
の
連
続
性
、
つ
ま
り
無
彩
色
の
岩
石
を
ル
ビ
ー
や
エ
メ
ラ
ル
ド
の
よ
う
な
鮮
や
か
な
鉱
物
に
す
る
金
属
の
働
き
は
、
い
わ
ば
鉱
物
を
植
物
や
動
物
に
近
づ
け
る
作
用
で
あ
る
と
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
考
え
て
い
る
こ
と
だ
。
さ
ら
に
色
彩
の
み
な
ら
ず
金
属
特
有
の
形
態
も
、
鉱
物
を
植
物
や
動
物
へ
と
近
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
と
く
に
純
粋
な
い
く
つ
か
の
金
属
に
お
け
る
樹
木
状
や
葉
脈
状
の
形
態
、
あ
る
い
は
互
い
に
織
り
合
わ
せ
ら
れ
動
物
組
織
に
類
似
し
た
組
織
形
成
が
高
度
な
有
機
世
界
を
予
感
さ
せ
、
し
ば
し
ば
そ
れ
と
区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
に
な
る
51
。」
た
し
か
に
、
自
然
に
産
す
る
銀
の
結
晶
が
針
葉
樹
の
よ
う
な
形
態
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
鉱
物
界
と
植
物
界
や
動
物
界
の
間
に
、
相
互
の
中
間
的
存
在
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
、「
存
在
の
大
連
鎖
」
は
途
切
れ
目
な
く
つ
な
が
れ
る
。
　
あ
る
い
は
ま
た
、
鉱
物
の
色
彩
は
石
を
大
地
か
ら
飛
翔
さ
せ
も
す
る
。
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
は
述
べ
て
い
る
。「
サ
フ
ァ
イ
ヤ
の
入
っ
た
宝
石
箱
を
開
く
と
、
大
気
の
想
像
力
は
た
ち
ま
ち
青
空
へ
と
飛
び
立
つ
。
こ
の
宝
石
の
う
ち
に
空
の
青
み
が
す
べ
て
染
み
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。52
」
　
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
レ
ミ
・
ベ
ロ
ー
（Rém
y	Belleau,	1528-1577
）
も
、サ
フ
ァ
イ
ヤ
の
青
色
を
讃
え
る
。
か
の
誉
れ
高
き
石
を
証
し
せ
ん
サ
フ
ァ
イ
ヤ
の
色
の
豊
か
な
る
こ
と
蒼
穹
の
神
々
し
き
色
53
　
ま
た
、
同
じ
く
ベ
ロ
ー
の
「
ル
ビ
ー
」（«	Le	Rubis	»
）
と
題
さ
れ
た
詩
に
は
、
こ
の
宝
石
の
赤
色
が
果
物
の
熟
す
る
よ
う
に
し
て
生
じ
る
と
い
う
夢
想
が
う
た
わ
れ
る
。採
掘
場
の
ル
ビ
ー
は
い
ま
だ
赤
色
な
ら
ず
と
き
に
白
色
を
呈
す
こ
の
物
質
は
未
熟
に
て
熱
せ
ら
れ
ず
、
味
も
風
味
も
な
し
54
　
ル
ビ
ー
は
大
地
の
果
実
で
あ
る
。未
熟
な
林
檎
が
い
ま
だ
赤
色
を
し
て
お
ら
ず
、
味
も
薄
い
よ
う
に
、
ル
ビ
ー
も
充
分
に
熟
す
前
は
白
茶
け
た
石
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
だ
。
石
の
詩
人
　
こ
こ
に
引
い
た
ベ
ロ
ー
の
詩
は
、宝
石
詩
（le	lapidaire
）55
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
典
型
的
作
品
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
物
結
晶
の
美
徳
が
、
と
き
に
そ
の
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56	Claude-Pierre	Goujet,	Bibliothèque	françoise	ou	H
istoire	de	la	littérature	françoise,	t.	X
II,	Paris,	Pierre-Jean	M
ariette,	1748,	p.295.
57	
小
林
晶
子
「『
リ
テ
ィ
カ
』
─
解
説
と
全
訳
─
」、『
明
治
薬
科
大
学
研
究
紀
要
』
誌
、
第
二
一
号
、
一
九
九
一
年
を
参
照
。
58	
小
林
晶
子
「
マ
ル
ボ
ド
ゥ
ス
『
石
に
つ
い
て
』
の
解
説
と
ラ
テ
ン
詩
全
訳
─
11
世
紀
末
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
登
場
し
た
鉱
石
薬
剤
書
の
紹
介
─
」、『
明
治
薬
科
大
学
研
究
紀
要
』
誌
、
第
二
〇
号
、
一
九
九
〇
年
を
参
照
。
石の夢、土の夢　（14）
石
に
ま
つ
わ
る
神
に
対
し
て
の
呼
び
か
け
と
し
て
語
ら
れ
、
あ
る
い
は
博
物
誌
の	
ご
と
く
記
述
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
が
収
め
ら
れ
た
ベ
ロ
ー
の
詩
集
は
『
貴
石
の
新
た
な
交
換
と
愛
』（Les	A
m
ours	et	nouveaux	échanges	des	pierres	
précieuses,	Paris:	Patisson,	1576
）
と
題
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ロ
ー
は
フ
ラ
ン	
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
プ
レ
イ
ヤ
ッ
ド
派
（la	Pléiade
）
を
代
表
す
る
鉱
物
詩
人
で
あ
る
。
彼
の
墓
に
は
、
同
じ
く
プ
レ
イ
ヤ
ッ
ド
派
の
詩
人
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ロ
ン
サ
ー
ル
（Pierre	de	Ronsard,	1524-1585
）
に
よ
る
碑
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
妨
げ
る
こ
と
な
か
れ
巧
み
な
る
石
の
手
の
ベ
ロ
ー
を
覆
う
を
彼
は
自
ら
の
墓
を
貴
石
の
う
ち
に
築
け
り
56
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉱ラピ
デ
ー
ル
物
詩
の
伝
統
は
、す
で
に
引
い
た
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
や
プ
リ
ニ	
ウ
ス
の
博
物
誌
を
重
要
な
源
泉
と
し
、『
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
鉱リ
テ
ィ
カ
物
讃
歌
』（O
rpheos	
lithica
）
と
通
称
さ
れ
る
四
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
語
の
詩
集
（
作
者
未
詳
）57
、
フ
ラ
ン
ス
・
レ
ン
ヌ
の
司
教
マ
ル
ボ
ー
ド
（M
arbode,	v.1035-v.1123
）
の
ラ
テ
ン
語	
詩
『
石
に
つ
い
て
』（D
e	lapidibus,	v.1096
）58
を
経
て
レ
ミ
・
ベ
ロ
ー
に
至
る
。
謎
の
旅
行
家
マ
ン
ド
ヴ
ィ
ル
（Jehan	de	M
andeville,	?-v.1372
）
の
『
大
鉱
物	
詩
』（Le	grand	lapidaire,	où	sont	déclarez	les	nom
s	de	pierres	orien-	
talles,	avec	les	vertus	et	propriétéz	d'icelles,	et	les	isles	et	pays	où	
elle	croissent,	Paris,	1561
）
を
そ
こ
に
数
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
鉱	
物
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。
現
代
語
で
ラ
ピ
デ
ー
ル
と
い
う
言
葉
が
鉱
物
の
詩
を
意
味
す
る
こ
と
は
稀
有
で
あ
る
（
今
日
の
仏
語
で
こ
の
言
葉
は
宝
石
細
工
師
や
宝
石
商
の
意
味
で
つ
か
わ
れ
る
の
が
通
例
）。
現
代
の
鉱
物
詩
人
は
誰
か
。
さ
し
あ
た
り
、カ
イ
ヨ
ワ
、バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
、セ
ガ
レ
ン（V
ictor	
Segalen,	1878-1919
）、
ル
・
ク
レ
ジ
オ
（Jean-M
arie	Gustave	Le	Clézio,	
1940-
）
と
い
っ
た
名
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
の
ち
に
、
二
十
世
紀
の
ダ
ン
テ
と
も
ア
リ
オ
ス
ト
と
も
称
し
う
る
或
る
イ
タ
リ
ア
の
文
人
の
テ
ク
ス
ト
を
、
現
代
の
鉱
物
詩
と
し
て
読
み
解
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
結
晶
の
倫
理
学
　
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
き
に
、〈
実
在
す
る
美
の
イ
デ
ア
〉
で
あ
る
と
い
う
さ
し
あ
た
り
の
本
質
規
定
を
結
晶
と
い
う
個
体
に
与
え
て
お
い
た
。
だ
が
、む
ろ
ん
、
こ
ん
な
言
わ
ず
も
が
な
の
美
学
的
定
義
を
こ
の
高
貴
な
物
質
に
与
え
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
目
的
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
そ
れ
が
人
間
の
想
像
力
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
か
を
記
述
し
、
結
晶
の
論
理
に
夢
想
を
接
ぎ
木
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
　
さ
き
に
数
比
と
い
う
点
で
注
目
し
た
結
晶
の
〈
秩
序
〉
を
も
っ
た
構
造
を
、
い
ま
一
度
、
別
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
秩
序
は
、
外
か
ら
あ
た
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
現
代
の
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
。
或
る
物
質
が
或
る
形
の
結
晶
と
な
る
の
は
、
つ
ま
り
塩
が
正
四
面
体
と
な
り
、
明
礬
が
正
八
面
体
と
な
り
、
水
晶
が
六
角
柱
と
な
る
の
は
、
融
解
し
た
そ
れ
ら
の
物
質
が
正
四
面
体
な
り
八
面
体
な
り
六
角
柱
な
り
の
型
枠
に
流
し
込
ま
れ
て
、
外
か
ら
秩
序
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
規
則
正
し
い
分
子
の
配
列
が
、
外
か
ら
の
力
に
よ
っ
て
　147
59	Francis	Ponge,	Le	parti	pris	des	choses,	Paris:	Gallim
ard,	1942.	Coll.	«Poésie»,	1967,	p.83.	Cf.	
ポ
ン
ジ
ュ
『
物
の
味
方
』（
阿
部
弘
一
訳
）、
思
潮
社
、
一
九
七
一
年
。
強
調
原
文
。
60	Italo	Calvino,	T
i	con	zero,	T
orino:	Einaudi,	1967.	
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
『
柔
か
い
月
』（
脇
功
訳
）、
二
〇
〇
三
年
、
四
三
頁
。
強
調
引
用
者
。
61	
こ
の
シ
メ
ト
リ
ー
も
ま
た
結
晶
の
性
質
を
思
わ
せ
る
。
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生
じ
る
の
で
も
な
く
、
分
子
が
自
ず
か
ら
或
る
規
則
正
し
い
配
列
を
と
り
そ
の
結
果
と
し
て
一
定
の
形
が
現
れ
る
こ
と
を
、
現
代
の
結
晶
学
は
知
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
結
晶
は
〈
自
律
的
な
秩
序
〉
を
も
つ
、
と
。
近
代
の
結
晶
理
論
の
な
か
で
は
、
結
晶
の
秩
序
は
そ
れ
を
構
成
す
る
物
質
自
体
に
内
在
す
る
性
質
だ
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
理
解
は
、
ア
ユ
イ
を
嚆
矢
と
す
る
近
代
結
晶
学
の
共
通
理
解
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
　
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
自
律
的
・
内
在
的
秩
序
の
概
念
が
過
剰
に
な
り
、
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
化
す
る
な
ら
ば
、
結
晶
に
究
極
の
秩
序
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
着
想
に
も
な
り
う
る
。
究
極
の
秩
序
と
は
何
か
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
生
命
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
結
晶
が
内
在
的
秩
序
を
備
え
て
い
る
と
い
う
着
想
か
ら
、
結
晶
が
生
命
を
備
え
て
い
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
へ
の
飛
躍
は
、
実
は
さ
ほ
ど
大
き
な
間
隙
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
。
生
物
で
は
な
い
物
質
、
た
と
え
ば
石
や
結
晶
に
生
命
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
物
活
論
的
思
想
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
ド
ロ
や
ヘ
ッ
ケ
ル
の
著
作
に
あ
た
っ
て
検
討
し
て
お
い
た
。
こ
れ
が
自
然
科
学
の
表
舞
台
か
ら
消
え
去
ろ
う
と
し
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど
ヘ
ッ
ケ
ル
が
世
を
去
っ
た
二
十
世
紀
の
初
頭
あ
た
り
で
あ
る
。
本
稿
の
石
の
「
持
続
と
変
化
」
を
め
ぐ
る
観
念
史
の
旅
（
前
号
掲
載
、
第
２
節
）
は
、
一
旦
こ
の
あ
た
り
で
途
絶
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
生
き
て
い
る
石
を
め
ぐ
る
旅
程
を
、
少
し
違
っ
た
趣
き
で
再
開
し
て
み
よ
う
。
　
鉱
物
が
物
活
論
化
さ
れ
る
、
つ
ま
り
、
石
が
動
植
物
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
と
い
う
想
像
力
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
然
、
逆
方
向
の
想
像
力
も
働
く
と
考
え
る
こ
と
は
、
想
像
力
の
論
理
学
に
と
っ
て
自
然
な
推
論
で
あ
る
。
想
像
力
は
し
ば
し
ば
弁
証
法
的
な
往
復
運
動
を
す
る
。
だ
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ポ
ン
ジ
ュ
（Francis	Ponge,	1899-1988
）
が
「
動
物
と
植
物
」（Faune	et	Flore
）	
と
い
う
詩
の
な
か
で
、
動
植
物
の
成
長
作
用
を
水
晶
の
形
成
に
比
し
て
い
る
の	
は
、
い
わ
ば
想
像
力
の
法
則
の
必
然
的
な
力
動
で
あ
る
。「
水
晶
の
成
長
の
ご
と
き
形
成
の
意
志
、
ひ
と
つ
の
方
法
0
0
0
0
0
0
に
よ
っ
て
し
か
自
ら
を
形
成
し
え
な
い
不
可
能
性
59
。」
　
結
晶
や
鉱
物
が
生
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
同
じ
生
命
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
共
感
し
、
そ
れ
ら
を
憧
憬
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
が
結
晶
に
あ
こ
が
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
な
に
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。
　
イ
タ
リ
ア
の
作
家
イ
タ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
（Italo	Calvino,	1923-85
）
の
短
編
集
『
ゼ
ロ
時
間
』（T
i	con	zero,	1967.	
邦
訳
『
柔
か
い
月
』）
に
は
、「
結	
晶
」
と
い
う
短
篇
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
小
説
は
「
地
球
を
構
成
し
て
い
る
物
質
は
灼
熱
の
状
態
で
充
分
に
長
い
冷
却
期
間
と
充
分
に
運
動
の
自
由
と
を
与
え
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
質
は
他
か
ら
分
離
し
て
ひ
と
つ
の
巨
大
0
0
0
0
0
0
な
結
晶
0
0
0
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
60
。」
と
い
う
エ
ピ
グ
ラ
フ
で
始
ま
り
、『
ゼ
ロ
時
間
』
に
お
さ
め
ら
れ
た
他
の
短
編
と
同
様
に
正
体
不
明
の
人
物
（
？
）Q
fw
fq
の
一
人
称
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
。Y
hw
h
（
ヤ
ハ
ウ
ェ
）
を
思
わ
せ
る
発
音
不
可
能
な
子
音
字
が
完
全
な
左
右
対
称
61
に
綴
ら
れ
る
奇
妙
な
名
前
のQ
fw
fq
は
、
ど
う
や
ら
こ
の
世
界
の
全
自
然
史
を
目
撃
し
て
き
た
存
在
で
あ
る
ら
し
い
。Q
fw
fq
は
、
結
晶
の
世
界
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
。
「
ま
た
ち
が
っ
た
ふ
う
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
、
そ
れ
は
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
─Q
fw
fq
は
論
評
し
た
─
そ
う
だ
ろ
う
？
　
私
は
出
現
す
べ
き
は
ず
だ
っ
た
あ
の
結
晶
の
世
界
こ
そ
本
物
だ
と
強
く
信
じ
て
い
た
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
の
で
、
そ
の
か
わ
り
に
生
じ
た
こ
の
非
結
晶
質
の
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
砕
け
や
す
い
、
あ
る
い
は
ゴ
ム
の
よ
う
に
柔
か
い
世
界
に
生
き
て
い
く
の
が
が
ま
ん
出
来
な
い
の
だ
62
。」
146　
62	
同
書
、
同
頁
、
強
調
引
用
者
。
63	
結
晶
構
造
を
成
さ
な
い
固
体
を
非アモ
ル
フ
ァ
ス
晶
質
（l’am
orph
）
と
い
う
。
64	
同
書
、
四
六-
四
七
頁
。
強
調
引
用
者
。
65	
同
書
、
五
〇
頁
。
66	
同
書
、
五
三
頁
。
石の夢、土の夢　（16）
　
わ
れ
わ
れ
の
文
明
社
会
は
〈
非
結
晶
〉
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ガ
ラ
ス
。
文
明
の
物
質
的
基
盤
を
支
え
て
い
る
も
の
は
結
晶
構
造
を
成
し
て
い
な
い
63
。
そ
こ
にQ
fw
fq
は
苛
立
つ
。
そ
し
て
、Q
fw
fq
の
恋
人V
ug
（
こ
れ
は
ど
う
や
ら
女
性
ら
し
い
）
も
ま
た
結
晶
の
美
に
惹
か
れ
て
い
る
。
「
突
然
、
私
た
ち
は
気
づ
い
た
。V
ug
が
言
っ
た
、『
あ
そ
こ
に
！
』
　
彼
女
は
、
溶
岩
の
流
れ
の
ま
ん
中
で
、
な
に
か
形
を
な
し
つ
つ
あ
る
も
の
を
指
し
た
。
そ
れ
は
滑
ら
か
で
規
則
的
な
面
と
鋭
い
稜
角
と
を
持
っ
た
個
体
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
面
や
角
は
、
ま
わ
り
の
物
質
を
吸
収
す
る
よ
う
に
、
し
だ
い
に
大
き
く
な
っ
て
ゆ
き
、
ま
た
固
体
の
形
も
変
っ
て
い
っ
た
が
、
相
変
ら
ず
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な
釣
合
い
は
保
っ
て
い
た
…
…
そ
し
て
そ
れ
を
ほ
か
の
も
の
か
ら
区
別
す
る
の
は
形
だ
け
で
は
な
か
っ
た
、
光
線
が
そ
の
物
体
の
中
に
浸
透
す
る
方
法
も
ま
た
ち
が
っ
て
い
た
、
光
線
は
貫
入
し
、
屈
折
し
た
。V
ug
が
言
っ
た
、『
輝
い
て
い
る
わ
！
　
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
0
0
0
0
0
0
0
0
！
』
　
実
際
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
さ
っ
き
ま
で
は
地
球
の
内
臓
か
ら
吐
き
出
さ
れ
た
ガ
ス
の
す
ぐ
に
消
え
る
泡
の
み
が
姿
を
見
せ
て
い
た
作
熱
し
た
地
面
に
、
今
や
四
面
か
ら
だ
や
八
面
体
や
三
稜
形
の
、
ま
る
で
空
の
よ
う
に
透
明
な
、
い
ろ
ん
な
形
の
も
の
が
競
っ
て
出
現
し
つ
つ
あ
っ
た
、
中
は
か
ら
っ
ぽ
み
た
い
だ
っ
た
が
、
た
ち
ま
ち
に
信
じ
ら
れ
ぬ
ほ
ど
の
密
度
と
硬
度
と
を
そ
の
内
部
に
集
中
し
て
い
く
の
が
わ
か
っ
た
。こ
の
硬
質
の
花
の
き
ら
め
き
が
地
上
に
溢
れ
た
。
V
ug
が
言
っ
た
、『
春
だ
わ
！
』
私
は
彼
女
に
接
吻
し
た
。
　
も
う
お
わ
か
り
だ
ろ
う
、
私
が
秩
序
を
愛
す
る
と
し
て
も
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
そ
れ
は
他
の
人
た
0
0
0
0
0
0
0
ち
の
よ
う
に
内
面
の
規
則
に
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、本
能
の
抑
圧
に
従
順
な
性
格
の
し
る
し
で
は
な
い
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
。
私
に
お
い
て
は
0
0
0
0
0
0
、
完
全
に
規
則
的
で
0
0
0
0
0
0
0
、
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
で
0
0
0
0
0
0
0
0
、
秩
序
の
あ
る
世
界
0
0
0
0
0
0
0
と
い
う
概
念
は
自
然
の
こ
の
最
初
の
発
動
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
活
力
0
0
、
愛
の
昂
揚
0
0
0
0
、
諸
君
が
エ
ロ
ス
0
0
0
0
0
0
と
呼
ん
で
い
る
も
の
へ
と
結
び
つ
い
て
お
り
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
逆
に
諸
君
た
ち
の
抱
く
概
念
、
諸
君
が
情
念
と
自
堕
落
、
愛
と
節
度
な
い
汪
溢
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
も
の
は
─
川
や
火
や
渦
巻
き
や
火
山
は
─
私
に
と
っ
て
無
と
欲
望
の
欠
如
状
態
と
倦
怠
と
の
思
い
出
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
64
。」
　Q
fw
fq
とV
ug
の
愛
は
す
れ
違
う
。
そ
れ
は
お
互
い
へ
の
愛
の
直
接
的
な
齟
齬
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
結
晶
を
愛
す
る
仕
方
の
相
違
が
生
ん
だ
も
の
だ
。
Q
fw
fq
が
愛
す
る
の
は
完
全
で
純
粋
な
単
結
晶
で
あ
る
。V
ug
は
多
様
で
個
性
的
な
多
結
晶
に
惹
か
れ
る
。
「
結
晶
の
す
ば
ら
し
さ
は
連
鎖
反
復
さ
れ
る
原
子
の
網
目
に
あ
る
、V
ug
が
ど
う
し
て
も
理
解
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
は
こ
の
点
だ
。
彼
女
が
夢
中
に
な
っ
て
い
た
の
は
─
私
に
は
そ
れ
が
す
ぐ
わ
か
っ
た
が
─
結
晶
の
中
に
ど
ん
な
微
小
な
も	
の
で
あ
ろ
う
と
差
異
や
不
規
則
性
や
不
完
全
性
を
見
つ
け
出
す
こ
と
だ
っ
た
。」65
　
だ
か
ら
二
人
が
同
じ
美
し
い
結
晶
を
前
に
し
て
も
、
意
見
は
す
れ
違
う
。
「『
あ
な
た
見
た
？
』V
ug
が
言
っ
た
、『
き
れ
い
だ
と
思
わ
な
い
？
』
　
私
た
ち
は
ま
た
口
論
を
は
じ
め
な
が
ら
ル
ビ
ー
の
谷
を
渡
っ
て
い
っ
た
。
『
あ
あ
』
私
は
言
っ
た
、『
異
質
の
原
子
が
混
ざ
ら
な
い
で
ル
ビ
ー
が
出
来
る
と
で
も
言
う
の
？
66
』」
　145
67	
同
書
、
五
六
頁
。
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結
晶
へ
の
愛
の
形
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
純
粋
で
無
色
透
明
な
結
晶
は
プ
ラ
ト
ン
的
な
フ
ォ
ル
ム
の
美
を
あ
ら
わ
す
。
だ
が
、古
代
以
来
、宝
石
詩（le	lapidaire
）	
に
う
た
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、結
晶
の
多
様
な
色
彩
の
魅
力
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
現
代
の
化
学
的
観
点
か
ら
い
え
ば
、
結
晶
の
色
は
物
質
そ
の
も
の
の
性
質
の
純
粋
な
発
露
で
あ
る
が
、
他
方
、
水
晶
の
な
か
で
そ
の
構
成
成
分
で
あ
る
二
酸
化
珪
素
の
構
成
比
と
い
う
意
味
で
最
も
「
純
粋
」
な
も
の
は
無
色
透
明
の
水
晶
で
あ
り
、
ア
メ
シ
ス
ト
（
紫
水
晶
）
は
そ
れ
に
何
種
類
か
の
金
属
イ
オ
ン
が
混
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
「
不
純
」
で
あ
る
。
だ
が
、
不
純
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
あ
の
多
様
な
濃
度
に
現
れ
る
美
し
い
紫
色
が
発
色
す
る
の
で
あ
る
。
現
代
の
電
気
文
明
を
支
え
る
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
や
集
積
回
路
（
Ｉ
Ｃ
）
と
い
っ
た
半
導
体
素
子
は
、
も
と
も
と
純
度
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
金
属
珪
素
の
単
結
晶
か
ら
つ
く
ら
れ
る
が
、そ
こ
に
ガ
リ
ウ
ム
や
砒
素
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
不
純
物
」
を
加
え
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
電
子
部
品
と
し
て
機
能
す
る
性
質
が
与
え
ら
れ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
「
結
晶
」
の
末
尾
は
、
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。
「
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
・
ラ
ジ
オ
か
ら
は
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
の
音
が
流
れ
出
て
い
る
。
世
界
そ
の
も
の
と
な
る
こ
と
に
、
世
界
を
そ
れ
自
身
に
透
明
と
す
る
こ
と
に
、
世
界
を
無
数
の
ス
ペ
ク
ト
ル
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
屈
折
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
結
晶
は
、
私
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ば
ま
れ
、
け
が
れ
た
、
混
ぜ
物
の
結
晶
で
あ
る
。
結
晶
の
（
そ
し
てV
ug
の
）
勝
利
は
そ
れ
自
体
が
彼
ら
の
（
そ
し
て
私	
の
）
敗
北
な
の
で
あ
る
。
今
私
は
セ
ロ
ニ
ア
ス
・
モ
ン
ク
の
レ
コ
ー
ド
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
い
る
、
そ
し
て
私
は
そ
う
彼
女
に
言
う
67
。」
　
完
成
し
た
結
晶
（le	cristal
）
の
静
的
な
姿
よ
り
も
、
結
晶
形
成
（la		
cristallisation
）の
過
程
に
藝
術
的
か
つ
倫
理
的
な
価
値
を
見
出
し
た
の
は
、シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
騎
手
、
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
（A
ndré	Breton,	1896-1966
）
で
あ
る
。石
の
思
想
家
カ
イ
ヨ
ワ
と
跳
ね
る
豆
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
た
彼
も
ま
た
、
実
は
熱
烈
な
鉱
物
愛
の
詩
人
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ト
ン
は
自
発
的
創
造
の
究
極
体
と
し
て
結
晶
を
賛
美
す
る
。
「〔
…
〕
結
晶
か
ら
受
け
と
る
以
上
に
高
度
な
藝
術
教
育
が
あ
る
と
は
、
私
に
は
思
わ
れ
な
い
。
藝
術
作
品
は
、
外
面
・
内
面
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
結
晶
の
も
つ
硬
さ
、
厳
密
さ
、
規
則
性
、
光
沢
を
提
示
し
な
い
な
ら
ば
、
価
値
が
な
い
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
重
大
な
意
味
の
な
か
で
考
察
さ
れ
た
人
生
の
断
片
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
。
よ
く
聴
い
て
ほ
し
い
の
だ
が
、
こ
う
し
た
考
え
は
私
に
と
っ
て
、
人
が
そ
れ
に
専
念
す
る
義
務
＝
権
利
の
あ
る
全
く
意
図
的
な
作
業
に
も
と
づ
い
て
形
式
的
な
美
を
確
立
す
る
た
め
の
美
学
的
・
道
徳
的
な
試
み
の
す
べ
て
と
、
根
本
的
な
範
疇
の
問
題
と
し
て
、
つ
ね
に
対
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
私
は
、
自
発
的
な
創
造
0
0
0
0
0
0
、
自
発
的
な
行
動
0
0
0
0
0
0
の
擁
護
を
決
し
て
た
め
ら
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
結
晶
は
定
義
上
、
手
を
加
え
る
余
地
が
な
い
ほ
ど
完
成
さ
れ
た
も
の
で
、
自
発
的
創
造
性
0
0
0
0
0
0
を
完
璧
に
あ
ら
わ
す
か
ら
で
あ
る
。
私
が
住
む
家
、
私
の
人
生
、
私
が
書
く
も
の
。
こ
う
し
た
も
の
が
、
岩
塩
の
あ
の
立
方
体
が
ま
ぢ
か
か
ら
姿
を
現
わ
す
よ
う
に
、
遠
く
か
ら
姿
を
現
す
こ
と
を
私
は
夢
想
す
る
。
　
私
の
精
神
の
全
領
域
に
拡
が
り
、
手
の
届
く
範
囲
の
光
の
束
に
も
含
ま
れ
て
い
る
感
覚
世
界
の
王
位
。
思
う
に
、
と
き
と
し
て
こ
れ
を
完
全
に
共
有
す
る
の
は
、
海
底
で
ウ
ミ
ト
サ
カ
や
イ
シ
サ
ン
ゴ
の
類
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
完
璧
な
花
束
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
生
物
は
無
生
物
に
き
わ
め
て
接
近
し
て
お
り
、
見
か
け
は
ま
っ
た
く
鉱
物
的
な
こ
れ
ら
の
形
の
う
え
で
、
想
像
力
は
限
り
な
く
自
由
に
た
わ
む
れ
る
。
想
像
力
は
、
こ
れ
ら
の
形
を
見
分
け
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
石
灰
分
を
付
着
さ
せ
る
泉
か
ら
、
鳥
の
巣
、
ぶ
ど
う
の
房
を
ひ
き
出
し
て
く
る
の
と
同
じ
過
程
で
あ
る
。
　
大
部
分
は
崩
壊
し
た
城
の
塔
、
頂
き
に
空
を
、
麓
に
霧
を
も
つ
天
然
水
晶
の
塔
で
、そ
の
窓
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
か
ら
、愛
の
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
の
髪
の
毛
＝
ク
ジ
ャ
144　
68	A
ndré	Breton,	L’am
our	fou,	Paris:	Gallim
ard,	1937.	Coll.	«	Folio	»,	1980,	pp.	16-17.	
ブ
ル
ト
ン
『
狂
気
の
愛
』（
海
老
坂
武
訳
）、光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
、二
一-
二
六
頁
、強
調
引
用
者
。
69	N
ovalis,	«	H
einrich	von	O
fterdingen	»,	op.	cit.,	S.	249.	
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
『
青
い
花
』、
前
掲
全
集
第
三
巻
、
一
九
七
頁
、
強
調
引
用
者
。
70	
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
『
青
い
花
』、
前
掲
全
集
第
三
巻
、
一
九
九
頁
。
石の夢、土の夢　（18）
ク
シ
ダ
が
、
ブ
ル
ー
と
金
色
と
な
っ
て
落
ち
て
く
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
塔
の
う
し
ろ
に
庭
全
体
が
現
れ
る
。
巨
大
な
木
犀
草
、
茎
・
葉
・
刺
が
花
の
実
体
そ
の
も
の
で
あ
る
西
洋
さ
ん
ざ
し
、
霧
氷
の
扇
状
の
ひ
ろ
が
り
な
ど
が
。
　《
形
フ
ィ
ギ
ュ
ー
ル
態
》
─
個
体
の
物
質
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
意
味
で
の
形
態
─
が
、
磁
気
の
か
な
た
で
そ
の
現
実
性
に
到
達
す
る
場
そ
の
も
の
、
そ
れ
が
結
晶
体
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
他
方
、
形
態
が
こ
の
全
能
を
究
極
的
に
喪
失
す
る
場
は
、
私
が
見
た
と
こ
ろ
、
サ
ン
ゴ
で
あ
る
。
す
こ
し
で
も
サ
ン
ゴ
を
、
生
に
、
海
の
色
鮮
や
か
な
輝
き
の
な
か
に
、し
か
る
べ
き
あ
り
方
で
復
帰
さ
せ
て
み
る
と
、
そ
う
見
え
て
く
る
。
つ
ま
り
生
は
形
成
と
破
壊
と
の
絶
え
ざ
る
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
に
あ
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
生
が
具
体
的
に
も
っ
と
も
よ
く
含
ま
れ
る
の
は
、
人
間
の
目
に
は
、
ブ
ル
ー
の
四
十
雀
の
色
を
し
た
あ
ら
れ
石
の
垣
根
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
レ
ー
ト
・
バ
リ
ア
・
リ
ー
フ
の
宝
石
橋
、
そ
の
両
者
の
あ
い
だ
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
68
。」
　
あ
る
い
は
、
す
で
に
触
れ
た
結
晶
の
透
明
性
も
ま
た
、
倫
理
的
な
理
念
と
な
る
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
小
説
『
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』	
（『
青
い
花
』）
の
主
人
公
は
、
諸
国
遍
歴
の
旅
で
出
会
っ
た
伝
説
の
詩
人
ク
リ
ン
グ
ゾ
ー
ル
と
こ
ん
な
や
り
と
り
を
す
る
。
「『
自
然
は
』
と
ク
リ
ン
グ
ゾ
ー
ル
が
答
え
た
。『
わ
た
し
た
ち
の
心
情
と
、
物
体
が
光
に
対
す
る
の
と
同
じ
関
係
に
あ
る
ん
だ
。
物
体
は
光
を
さ
え
ぎ
る
。
物
体
は
光
を
屈
折
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
に
変
え
る
。
ま
た
物
体
は
み
ず
か
ら
の
表
面
や
内
部
に
光
を
点
じ
る
が
、
そ
の
光
が
物
体
の
闇
と
つ
り
あ
え
ば
、
物
体
は
明
る
く
透
明
に
な
り
、
そ
の
光
が
物
体
の
闇
に
ま
さ
れ
ば
、
そ
の
物
体
か
ら
出
て
他
の
物
体
を
照
ら
す
光
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
ど
ん
な
に
暗
い
物
体
で
も
、
水
と
火
と
空
気
し
だ
い
で
明
る
く
輝
く
よ
う
に
な
れ
る
ん
だ
が
ね
。』
『
よ
く
わ
か
り
ま
す
、
先
生
。
人
間
は
、
ぼ
く
た
ち
の
心
情
に
と
っ
て
は
結
晶
体
0
0
0
、
つ
ま
り
透
明
な
自
然
0
0
0
0
0
0
0
0
に
な
る
ん
で
す
ね
69
。〔
…
〕』」
　
ゲ
ー
テ
の『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
』（W
ilhelm
	M
eisters	Lehrjahre,		
1795-96.	W
ilhelm
	M
eisters	W
anderjahre,	1821-29
）
を
い
っ
そ
う
詩
化
し
よ
う
と
す
る
構
想
の
も
と
に
書
か
れ
た
、
こ
の
夢
幻
的
な
ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ
ス
ロ
マ
ン
は
、
人
間
を
鉱
物
幻
想
の
う
ち
に
と
ら
え
、
倫
理
を
自
然
哲
学
的
な
言
葉
で
語
る
。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
に
お
い
て
、
人
間
も
ま
た
一
種
の
鉱
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
ロ
マ
ン
的
な
文
学
空
間
で
は
、
人
間
は
或
る
理
想
的
鉱
物
を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
は
結
晶
と
な
っ
て
透
き
通
り
、
ま
た
そ
の
心
情
は
光
の
よ
う
に
透
過
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ク
リ
ン
グ
ゾ
ー
ル
は
語
る
。「〔
…
〕
真
の
心
情
と
は
光
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。
お
だ
や
か
で
感
じ
や
す
く
、
弾
力
と
滲
透
力
を
そ
な
え
、
力
強
く
し
か
も
知
ら
ぬ
間
に
作
用
を
お
よ
ぼ
す
70
。」
　
こ
の
よ
う
に
物
質
の
ふ
る
ま
い
に
人
間
の
倫
理
を
見
出
す
思
想
の
集
大
成
的
作
品
は
、
近
代
で
は
、
英
国
の
批
評
家
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
（John	Ruskin,	1819-	
1900
）
の
『
塵
の
倫
理
』（T
he	Ethics	of	the	D
ust:	T
en	Lectures	to	Little	
H
ousew
ives	on	the	Elem
ents	of	Crystallization,	1866
）
を
お
い
て
他
に
あ
る
ま
い
。
こ
の
書
物
に
は
老
教
師
が
少
女
た
ち
に
向
か
っ
て
語
る
一
種
の
道
徳
教
育
的
な
十
篇
の
講
話
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
老
教
師
は
つ
ね
に
結
晶
の
科
学
的
な
性
質
を
人
間
の
社
会
的
な
ふ
る
ま
い
に
類
比
し
て
語
る
。
彼
は
言
う
。「
結0
晶
に
つ
い
て
0
0
0
0
0
理
解
す
る
こ
と
は
、〔
…
〕
わ
れ
わ
れ
自
身
の
こ
と
を
考
え
る
た
め	
に
、大
い
な
る
助
け
と
な
る
も
の
で
あ
る
71
。」
結
晶
が
自
ら
を
形
成
す
る
過
程
は
、
　143
71	John	Ruskin,	T
he	Ethics	of	the	D
ust:	T
en	Lectures	to	Little	H
ousew
ives	on	the	Elem
ents	of	Crystallization,	N
ew
	Y
ork:	John	W
iley	&
	Son,	1866,	p.	95.	
ラ
ス
キ
ン
『
塵
の
倫
理
』（
小
林
一
郎
訳
）、
玄
黄
社
、
一
九
一
八
年
、
一
一
三
頁
。
強
調
原
文
。
72	Ibid.,	pp.	86-87.	
前
掲
訳
書
、
一
〇
五
頁
。
強
調
原
文
。
73	Ibid.,	pp.	92-93.	
前
掲
訳
書
、
一
〇
九-
一
一
〇
頁
。
74	Ibid.,	p.	95.	
前
掲
訳
書
、
一
一
四
頁
。
75	
老
教
師
は
自
ら
の
著
作
と
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
作
品
に
言
及
す
る
箇
所
が
あ
る
。
76	Ruskin,	op.	cit.,	p.	97.	
前
掲
訳
書
、
一
一
七
頁
。
77	Ibid.,	p.	212.	
前
掲
訳
書
、
二
七
七
頁
。
78	Ibid.	
前
掲
訳
書
、
二
七
七-
二
七
八
頁
。
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人
間
が
自
ら
を
成
長
さ
せ
る
過
程
と
本
質
的
に
は
変
わ
り
な
い
。「〔
…
〕
結
晶	
が
、
そ
の
与
え
ら
れ
た
事
情
の
も
と
に
、
そ
の
力
の
あ
ら
ん
限
り
を
つ
く
し
て
、
こ
の
形
を
つ
く
り
あ
げ
る
あ
り
様
は
、
ま
っ
た
く
人
間
の
道
徳
的
行
為
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
れ
は
結
晶
の
美
徳
0
0
と
も
、
も
し
く
は
結
晶
の
勇
気
0
0
と
も
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
72
。」
で
は
、
結
晶
に
と
っ
て
の
倫
理
的
規
範
、
結
晶
の
美
徳
と
は
な
に
か
。「〔
…
〕
結
晶
の
守
る
道
徳
律
は
厳
格
で
は
あ
る
が
、
大
い
に
極
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根
本
的
な
徳
は
二
つ
で
あ
る
。
─
第
一
は
純
な
る
こ
と
（pure
）、
第
二
は
よ
い
形
を
と
る
こ
と
（w
ell	shaped
）
で
あ
る
73
。」	
こ
の
二
つ
の
美
徳
は
、
人
間
が
結
晶
に
対
し
て
恣
意
的
に
見
出
す
も
の
で
は
な	
く
、
物
質
の
自
然
本
性
に
内
在
す
る
規
範
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
結
晶
体
を
成
す
或
る
物
質
が
そ
の
本
性
を
十
全
に
実
現
し
て
存
在
す
る
形
態
は
純
粋
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
原
子
配
置
の
巨
視
的
反
映
で
あ
る
結
晶
形
状
が
完
全
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
そ
の
物
質
の
本
性
的
形
相
の
十
全
な
実
現
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
、
結
晶
の
質
料
的
本
性
と
形
相
的
本
性
の
完
全
な
発
現
が
そ
の
美
徳
（virtue
）
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
人
間
の
美
徳
に
類
比
さ
れ
る
。
結
晶
に
お
い
て
〈
純
な
る
こ
と
〉
と
〈
よ
い
形
を
と
る
こ
と
〉
を
人
間
に
適
用
す
る
な
ら
、
「『
力
強
い
精
神
（force	of	heart
）』
と
『
確
乎
た
る
目
的
（steadiness	of	
purpose
）』
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
74
」
と
い
う
。
こ
の
独
特
の
倫
理
説
に
首
を
か
し
げ
る
少
女
た
ち
に
対
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
自
ら
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
75
老
教
師
は
説
き
聞
か
せ
る
。「
人
間
に
お
い
て
真
な
る
こ
と
は
、
ま
た
結
晶
に
お
い
て
も
真
で
あ
る
。
高
尚
な
生
活
は
統
一
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
。
─
明
確
な
目
的
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
─
平
静
に
し
て
間
断
な
き
努
力
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
疑
う
こ
と
、
悔
い
る
こ
と
、
と
り
繕
う
こ
と
、
補
う
こ
と
、
次
に
何
を
す
べ
き
か
思
い
惑
う
こ
と
な
ど
は
、
不
幸
を
来
す
と
と
も
に
罪
悪
を
生
む
こ
と
で
あ
る
76
。」
老
教
師
は
、
単
独
の
結
晶
を
個
人
に
な
ぞ
ら
え
、
群
生
す
る
結
晶
を
集
団
に
類
比
し
、
一
人
の
人
間
の
道
徳
、
人
間
集
団
の
倫
理
な
ど
を
少
女
た
ち
に
聞
か
せ
も
す
る
。
彼
の
述
べ
る
、
人
間
に
お
い
て
真
な
る
こ
と
は
結
晶
に
お
い
て
も
真
で
あ
る
と
い
う
判
断
の
背
後
に
は
、
物
質
に
も
人
間
と
同
様
の
生
命
を
認
め
る
、
一
種
の
物
活
論
的
想
像
力
が
働
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
老
教
師
の
講
話
を
聴
く
少
女
た
ち
は
戸
惑
う
。「
先
生
は
今
ま
で
終
始
、
結
晶
が
生
き
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
お
話
を
な
さ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
お
話
の
中
の
ど
れ
だ
け
が
笑
談
で
、
ど
れ
だ
け
が
真
面
目
な
の
か
、
私
た
ち
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
77
。」
こ
れ
に
対
し
て
老
教
師
が
答
え
る
に
、「
わ
た
し
自
身
に
も
、
ど
の
ぐ
ら
い
真
面
目
な
の
か
一
層
わ
か
ら
ぬ
。
わ
た
し
が
お
ま
え
方
を
迷
わ
す
の
と
同
じ
よ
う
に
、
石
は
み
な
私
を
迷
わ
す
の
で
あ
る
。
石
は
み
な
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
私
は
自
然
、
そ
れ
が
生
き
て
い
る
よ
う
に
話
す
こ
と
に
な
る
78
。」
老
教
師
は
「
生0
142　
79	Ibid.,	p.	216.	
前
掲
訳
書
、
二
八
五
頁
。
強
調
原
文
。
80	Ibid.,	p.	219.	
前
掲
訳
書
、
二
八
九
頁
。
81	M
artin	M
ahner	und	M
ario	Bunge,	Philosophische	Grundlagen	der	Biologie,	Berlin:	Springer-V
erlag,	2000,	S.141.
82	Gustave	Flaubert,	La	T
entation	de	saint	A
ntoine,	Paris,	1874.	
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
『
聖
ア
ン
ト
ワ
ヌ
の
誘
惑
』（
渡
辺
一
夫
訳
）、
岩
波
文
庫
、
一
九
四
〇
年
。
一
九
八
六
年
、
改
版
第
四
刷
、
二
五
九
頁
。
石の夢、土の夢　（20）
と
い
う
観
念
を
物
を
集
め
る
力
、
物
を
『
成
す
』
力
と
解
し
、
死0
と
い
う
観
念
を
物
を
分
か
つ
力
、
物
を
『
解
く
』
力
と
考
え
79
」
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
結
晶
や
岩
石
・
鉱
物
を
生
命
の
そ
な
わ
っ
た
存
在
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
だ
。「
わ
れ
わ
れ
は
少
な
く
と
も
、
こ
の
人
生
を
支
配
す
る
大
精
神
は
、
地
上
の
塵
が
何
ら
か
の
秩
序
あ
る
美
し
い
形
を
と
る
場
合
に
、
そ
の
力
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
真
面
目
に
信
ず
べ
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
し
て
も
こ
の
活
動
力
の
観
念
と
、
そ
の
秩
序
的
発
展
の
観
念
と
を
引
き
離
す
こ
と
は
で
き
ぬ
と
思
う
。
世
の
中
に
ま
っ
た
く
生
き
た
も
の
と
い
う
の
は
な
く
、
ま
っ
た
く
死
ん
だ
も
の
と
い
う
の
も
な
い
。
す
べ
て
の
も
の
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
皆
生
き
て
い
る
80
。」
こ
こ
に	
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
物
に
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
生
命
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
自
然
観
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
が
死
物
と
し
て
認
識
し
て
い
る
結
晶
や
岩
石
は
、
生
き
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
生
命
の
含
有
度
が
低
い
。
そ
し
て
、
鉱
物
よ
り
も
植
物
の
ほ
う
が
、
そ
し
て
植
物
よ
り
も
動
物
の
ほ
う
が
、
生
命
の
含
有
度
が
高
い
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
哲
学
に
み
ら
れ
る
〈
存
在
の
程
度
〉（le	degré	d’être
）
の
観
念
に
も
通
じ
る
、
物
活
論
的
色
彩
の
強
い
自
然
観
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
老
教
師
の
述
べ
る
説
は
、
生
物
と
無
生
物
の
違
い
を
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
マ
ル
テ
ィ
ン
・
マ
ー
ナ
ー
と
マ
リ
オ
・
ブ
ン
ゲ
（M
artin	M
ahner	und	M
ario	Bunge
）
に
よ
れ
ば
、
物
活
論
の
主
張
と	
は
生
物
と
無
生
物
の
差
異
を
無
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。
生
物
が
生
き
て
い
る
よ
う
に
物
質
も
生
き
て
い
る
、
だ
が
、
両
者
は
生
の
程
度
（Grade	des	Lebens
）
な
い
し
は
存
在
の
程
度
（Grade	des	Seins
）
が
異
な
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
81
。	
『
塵
の
倫
理
』
の
老
教
師
の
説
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
生
物
と
無
生
物
の
連
続
性
か
ら
、
両
者
の
備
え
る
べ
き
徳
の
間
に
も
類
比
関
係
が
成
り
立
つ
と
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
７
　
物
質
の
理テ
オ
ー
リ
ア
ー
論=
観
照
の
た
め
に
─
結
び
に
か
え
て
あ
ら
ゆ
る
物も
の象
の
な
か
に
入
り
込
ん
で
し
ま
い
た
い
。〔
…
〕
物
質
に
な
り
た
い
の
だ
！
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
『
聖
ア
ン
ト
ワ
ヌ
の
誘
惑
』82
　
物
質
が
豊
か
に
な
る
と
、
心
が
失
わ
れ
る
─
「
玩
物
喪
志
」
と
い
う
『
書
経
』	
の
言
葉
を
ひ
い
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
本
稿
の
冒
頭（
前
号
掲
載
）に
引
い
た
ミ
シ
ュ
レ
の
文
明
論
は
、
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
石
を
め
ぐ
る
観
念
史
の
旅
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
に
は
、
ミ
シ
ュ
レ
の
嘆
き
は
、
精
神
は
高
貴
な
も
の
で
物
質
は
卑
賤
な
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
ナ
イ
ー
ヴ
な
文
明
批
判
と
は
読
め
な
い
だ
ろ
う
。
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
精
神
と
物
質
と
の
0
0
0
0
0
0
0
幸
福
な
関
わ
り
方
0
0
0
0
0
0
0
で
あ
る
。
物
質
文
明
と
は
形
を
も
た
な
い
物
質
を
或
る
形
姿
を
有
す
る
物
体
と
し
て
編
成
し
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
玩
物
喪
志
と
い
う
こ
と
が
も
し
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
物
質
が
豊
か
に
な
る
と
、
物
質
を
見
つ
め
る
機
会
が
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
鉱
物
の
観
念
史
を
担
っ
　141
83	
こ
の
語
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
ア
ラ
ビ
ア
語
の
冠
詞
に
由
来
す
る	al-	
と
い
う
接
頭
辞
が
、la	chim
ie
（
化
学
）
と
い
う
語
の
前
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
化
学
」
の
古
い
呼
び
名
に
す
ぎ
な
い
。
84	Pierre	T
eilhard	de	Chardin,	H
ym
ne	de	l’U
nivers,	Paris:	Seuil,	1961.	
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
『
宇
宙
讃
歌
』（
山
崎
庸
一
郎
訳
）、
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
著
作
集
、
第
五
巻
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
八
年
、
二
一
八
頁
。
85	
同
書
、
二
一
九
頁
。
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た
思
想
家
・
文
学
者
・
科
学
者
た
ち
は
、
み
な
物
質
と
対
話
し
て
き
た
人
々
だ
。
現
代
哲
学
や
社
会
学
で
盛
ん
な
他
者
論
と
い
う
分
野
が
欧
語
のl’autre	
と
かthe		
other
と
い
っ
た
語
を
「
他
者
」
と
の
み
訳
し
て
い
る
こ
と
は
決
定
的
な
不
備
で
あ	
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
は
「
他
な
る
物
」
と
い
う
日
本
語
を
も
与
え
う
る
言
葉
で
あ
る
。
動
植
物
と
鉱
物
を
区
別
な
く
詩
に
う
た
い
知
の
対
象
と
し
た
前
科
学
的
想
像
力
は
、
今
日
の
科
学
的
認
識
に
よ
っ
て
、
そ
の
価
値
を
奪
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、前
近
代
的
な
想
像
力
、た
と
え
ば
錬
金
術
（l’alchim
ie
）
は
こ
の
独
特
の
邦
語
定
訳
の
せ
い
も
あ
っ
て
非
合
理
主
義
の
代
名
詞
の
ご
と
く
扱
わ
れ
る
が
83
、
錬
金
術
師
た
ち
が
物
質
を
観
照
し
、
物
質
の
理
論
を
探
究
し
た
こ
と
の
意
味
を
充
分
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
、
物
質
を
純
化
し
精
気
を
求
め
る
こ
と
は
、
精
神
を
純
化
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
っ
た
─
。
彼
ら
が
、
も
と
め
た
「
哲
学
者
の
石
（la	pierre	de	philosophe
）」
は
、
そ
ん
な
理
念
の
結
晶
な
の
で
あ
る
。
　
ひ
と
り
の
人
物
の
言
葉
を
引
く
こ
と
で
、
本
稿
を
結
び
た
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
し
て
地
質
学
者
・
古
生
物
学
者
、
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン	
（Pierre	T
eilhard	de	Chardin,	1881-1955
）
の
著
作
『
宇
宙
讃
歌
』（H
ym
ne	
de	l’U
nivers,	Paris,	1961
）
の
一
節
で
あ
る
。
「
或
る
者
た
ち
の
よ
う
に
、
決
し
て
言
っ
て
は
な
ら
ぬ
。『
物
質
は
使
い
古
さ
れ	
た
。
物
質
は
死
ん
だ
！
』
と
。
─
世
々
の
終
わ
り
ま
で
、物
質
は
若
く
横
溢
し
、
火
花
を
発
し
、
そ
れ
を
欲
す
る
者
た
ち
に
と
っ
て
新
し
く
あ
る
だ
ろ
う
。
　
ま
た
、
次
の
よ
う
に
繰
り
返
し
て
は
な
ら
ぬ
。『
物
質
は
呪
わ
れ
て
い
る
─
物
質
は
悪
で
あ
る
』
と
84
。」
「
ひ
と
の
子
よ
、
物
質
の
な
か
に
浴
み
せ
よ
。
─
物
質
の
も
っ
と
も
烈
し
く
深
い
と
こ
ろ
に
沈
み
ゆ
け
！
　
そ
の
流
れ
と
戦
い
、
そ
の
波
を
飲
め
！
　
か
つ
て
お
ま
え
の
無
意
識
を
揺
り
動
か
し
た
の
は
物
質
な
の
だ
。
─
神
に
ま
で
お
前
を
運
び
ゆ
く
も
の
も
、
そ
の
物
質
な
の
だ
！
85
」
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